
発
掘
さ
れ
た
火
起
こ
し
の
歴
史
と
文
化県

立
西
都
原
考
古
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
木
　
　
聡
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は
じ
め
に
　
～
火
起
こ
し
の
方
法
と
道
具
の
紹
介
～

火
は
、
暖
や
明
か
り
を
と
る
、
害
虫
・
害
獣
を
払
う
、
食
物
を
加
熱
調
理
す

る
、
土
器
な
ど
を
作
る
、
さ
ら
に
は
集
い
・
共
同
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。
人
と

火
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
人
類
の
歴
史
に
お
い
て
火
の
果
た
し
た
役
割
は
大

き
い
。

人
は
、
様
々
な
方
法
で
火
を
得
て
き
た
。
日
本
列
島
に
お
け
る
マ
ッ
チ
登
場

以
前
の
発
火
法
は
、
火
鑽
棒
（
鑽
＝
切
と
書
く
こ
と
も
あ
る
、
あ
る
い
は
火
鑽

杵
）
と
火
鑽
臼
等
を
用
い
る
摩
擦
式
発
火
法
と
、
火
打
金
（
火
打
＝
燧
と
書
く

こ
と
も
あ
る
、
地
域
に
よ
っ
て
火
打
鎌
・
火
打
鉄
）
と
火
打
石
等
を
使
う
火
花

式
発
火
法
と
に
大
別
さ
れ
る
（
高
嶋
一
九
八
五
）。
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
発
火
法

と
そ
の
道
具
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
（
第
一
図
）。

摩
擦
式
発
火
法
は
、
世
界
各
地
に
分
布
し
、
大
き
く
分
け
て
往
復
運
動
に
よ

る
も
の
と
回
転
運
動
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
日
本
列
島
で
一
般
的
で
あ
っ
た
の

は
回
転
運
動
に
よ
る
摩
擦
式
発
火
法
で
あ
り
、
そ
の
道
具
の
用
い
方
に
よ
っ

て
、
揉
み
錐
・
弓
錐
・
舞
錐
等
が
知
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
方
法
も
、
火
鑽
棒
と

火
鑽
臼
の
摩
擦
に
よ
っ
て
木
の
繊
維
が
削
れ
て
木
屑
が
生
じ
、
そ
れ
が
摩
擦
熱

で
高
温
に
な
っ
て
火
種
と
な
る
。
日
本
列
島
出
土
の
火
鑽
棒
と
火
鑽
臼
に
つ
い

て
、
樹
種
同
定
例
の
集
計
（
伊
東
・
山
田
編
二
〇
一
二
）
に
よ
る
と
、
弥
生
時

代
以
降
の
火
鑽
棒
・
火
鑽
臼
と
も
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
日
本
お
よ
び
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
か
ら
南
米
に
か
け
て
の
地
域
の

神
話
に
は
、
火
が
女
神
的
存
在
の
体
か
ら
出
て
人
間
の
も
の
に
な
っ
た
と
い
う

モ
チ
ー
フ
が
み
ら
れ
（
吉
田
二
〇
〇
五
）、
火
鑽
臼
を
女
性
に
、
火
鑽
棒
を
男

性
に
見
立
て
、
男
女
の
性
交
と
摩
擦
式
発
火
法
を
関
連
づ
け
た
よ
う
な
事
例
も

散
見
さ
れ
る
（
山
田
二
〇
〇
六
）。『
古
事
記
』
に
描
か
れ
た
、
最
初
の
男
女
神

イ
ザ
ナ
ミ
・
イ
ザ
ナ
ギ
が
性
交
に
よ
っ
て
国
土
や
神
々
を
生
み
、
最
後
に
火
神

ヒ
ノ
カ
グ
ツ
チ
を
産
み
落
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ザ
ナ
ミ
は
陰
部
を
火
傷
し

て
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
話
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

火
花
式
発
火
法
は
、
摩
擦
式
発
火
法
と
同
じ
く
世
界
各
地
に
分
布
す
る
。
お

も
に
火
打
石
と
火
打
金
と
を
打
ち
付
け
て
火
花
を
発
し
、
火
花
を
火
口
に
落
と

す
こ
と
で
火
種
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
鉄
の
本
格
的
利
用
以
前
に
は
、
鉄
を
含

む
黄
鉄
鉱
等
と
石
を
打
ち
付
け
る
と
い
う
方
法
も
存
在
し
た
。
火
打
石
に
よ
る

発
火
の
原
理
に
つ
い
て
、
物
理
的
に
言
う
と
、
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
変
換
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
火
打
石
の
鋭
い
角
を
打
ち
付
け
た
こ

と
に
よ
っ
て
火
打
金
が
ち
ぎ
れ
飛
ぶ
と
い
う
、
急
激
な
運
動
に
よ
っ
て
発
生
し

た
熱
に
よ
り
火
花
が
生
じ
て
い
る
。

火
打
金
は
、
火
打
石
と
打
ち
あ
わ
せ
火
花
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
鋼
鉄
片
で

あ
る
（
小
林
二
〇
〇
一
）。
そ
れ
は
、
火
打
石
と
接
触
さ
せ
て
火
花
を
生
じ
さ

せ
る
た
め
の
一
定
の
打
撃
面
が
あ
れ
ば
機
能
的
に
十
分
で
あ
り
、
打
撃
を
お
こ

な
う
た
め
に
操
作
し
や
す
い
形
状
と
規
格
で
あ
る
こ
と
が
加
味
さ
れ
る
（
関

二
〇
〇
二
）。
火
打
金
に
つ
い
て
、
日
本
列
島
各
地
で
遺
跡
出
土
品
の
集
成
・

検
討
が
進
め
ら
れ
、
山
形
・
短
冊
形
・
木
製
の
握
り
手
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
鎹

形
等
が
み
ら
れ
る
こ
と
や
、
そ
れ
ら
の
変
遷
等
が
整
理
さ
れ
て
い
る
（
高
嶋

一
九
八
五
・
山
田
一
九
八
九
・
林
一
九
九
四
・
関
二
〇
〇
二
ほ
か
）。

火
打
石
と
は
、
鉄
と
打
ち
あ
わ
せ
て
火
花
が
出
る
硬
い
石
を
さ
す
（
小
林
・

松
崎
二
〇
〇
一
）。
鉄
を
削
る
に
十
分
な
硬
さ
と
縁
辺
の
鋭
さ
を
必
要
と
す
る

点
で
、
縄
文
時
代
の
石
鏃
や
ス
ク
レ
イ
パ
ー
等
に
用
い
ら
れ
た
石
材
種
と
共
通

し
（
宮
田
二
〇
〇
三
）、
メ
ノ
ウ
・
玉
髄
・
チ
ャ
ー
ト
・
石
英
・
鉄
石
英
・
サ

ヌ
カ
イ
ト
等
が
主
に
用
い
ら
れ
た
。
黒
曜
石
は
粘
り
が
少
な
く
、
火
打
石
に
は

向
い
て
い
な
い
。
遺
跡
出
土
石
器
の
中
か
ら
火
打
石
を
見
い
だ
す
に
は
、
こ
れ

ら
石
材
種
に
加
え
、
特
徴
的
な
稜
線
の
磨
耗
（
小
林
・
松
崎
二
〇
〇
一
）
や
石

器
の
刃
部
相
当
部
分
以
外
に
残
さ
れ
た
微
細
剥
離
（
水
野
一
九
九
二
）
と
い
っ

た
特
徴
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。「
角
と
れ
て　

打
つ
人
も
な
し　

火
打
石
」
と

は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
角
を
失
っ
た
火
打
石
は
、
打
ち
欠
か
れ
新
た
な
角
を

作
り
だ
さ
れ
使
用
さ
れ
る
（
第
二
図
）。
こ
の
く
り
返
し
の
中
で
火
打
石
は
小
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さ
く
な
っ
て
ゆ
き
、つ
い
に
廃
棄
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

遺
跡
出
土
の
火
打
石
に
は
、
鶏
卵
大
か
ら
小
指
の
先
ほ
ど
の
大
き

さ
で
、
サ
イ
コ
ロ
状
の
多
面
体
を
す
る
も
の
や
薄
い
剥
片
状
の
も

の
等
、
形
・
大
小
と
も
に
様
々
な
も
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

火
口
は
、
発
掘
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
民
俗
資
料
等
に
そ
の

姿
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
千
穂
・
五
ヶ
瀬
で
は
、
サ
ル
ノ

コ
シ
カ
ケ
類
を
乾
燥
さ
せ
、
砕
い
て
粉
状
に
し
た
も
の
が
使
わ
れ

た
（
黒
木
二
〇
一
〇
）。
椎
葉
村
不
土
野
で
は
、
山
の
枯
れ
木
に
生

え
る
シ
ロ
ナ
バ
（
別
名
ホ
タ
ナ
バ
）
を
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
燃
や
し
、

粉
炭
に
し
て
用
い
た
と
い
う
（
泉
一
九
八
〇
）。
全
国
的
に
は
、
ホ

ク
チ
タ
ケ
（
シ
ロ
カ
イ
メ
ン
タ
ケ
）・
エ
ブ
リ
コ
・
ア
カ
タ
ブ
（
ハ

ル
ニ
レ
）・
ヨ
モ
ギ
・
ヤ
マ
ボ
ク
チ
類
と
ホ
ク
チ
ア
ザ
ミ
・
サ
ク
ラ

や
キ
リ
及
び
ヤ
ナ
ギ
等
の
消
炭
・
イ
チ
ビ
や
ア
サ
等
の
殻
の
消
炭
・

チ
ガ
ヤ
や
ガ
マ
及
び
ガ
ガ
イ
モ
等
の
穂
や
綿
等
が
火
口
の
材
料
と

し
て
知
ら
れ
る
（
深
津
一
九
八
三
）。

1. 野坂ホテ田 ( 宗像市 )、2. 中西 ( 玖珠町 )、
3. 江栗 ( 杷木町 )、4. 桑畑氏館跡 ( 隼人町 )、
5. 竹之内 ( えびの市 )、6. 灰塚 ( 深田村 )、
7. つつじヶ丘横穴墓 ( 熊本市 )、8. 田之上
城 ( えびの市 )、9. 大迫 ( 北九州市 )、10. 下
野地２号墳 ( 大平村 )、11. 脇山 A( 福岡市 )、
12. 小路下 ( えびの市 )、13 ～ 16. 八坂中 ( 杵
築市 )、17. 久留米城下町第 15 次 ( 久留米市 )、
18・19. 北牛牧第５( 高鍋町 )

第１図　九州各地において出土した火打金・火打石
　　　　（藤木 2004 より）

第２図　角とれて打つ人もなし火打石
　　　　（小林 1993 より）
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日
本
列
島
最
古
の
火
打
石
・
火
打
金
と
は

火
の
使
用
の
開
始
は
、
人
類
史
の
中
で
重
要
な
転
換
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
と

い
う
、
人
口
に
膾
炙
し
た
文
言
と
は
裏
腹
に
、
先
史
時
代
に
お
い
て
使
用
さ
れ

た
火
が
ど
う
や
っ
て
得
ら
れ
た
あ
る
い
は
起
こ
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今

日
に
至
る
ま
で
あ
ま
り
わ
か
っ
て
い
な
い
。
旧
石
器
時
代
に
遡
る
火
の
使
用
の

証
拠
が
数
多
く
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
火
を
得
る
あ
る
い
は
起
こ
す
方
法
が

不
分
明
な
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
列
島
で
は
、
ヒ
ト
の
住
ん
で
い
た
痕
跡
が
多
く
発
見
さ
れ
る
の
は

三
万
五
千
年
前
以
降
で
あ
り
、
宮
崎
で
も
、
そ
の
最
初
期
か
ら
火
を
使
っ
た
痕

跡
、
礫
群
が
残
さ
れ
て
い
る
。
旧
石
器
人
が
、
火
を
使
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
が
、
火
を
ど
う
や
っ
て
起
こ
し
た
の
か
、
確
保
し
た
の
か
が
あ
き
ら
か
で
な

い
。こ

の
状
況
に
対
し
て
、
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
中

国
で
発
掘
さ
れ
た
発
火
具
で
あ
る
。
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
お
い
て
は
、

旧
石
器
時
代
以
降
、
火
打
金
が
登
場
す
る
ま
で
の
間
、
黄
鉄
鉱
（pyrite

＝
ギ

リ
シ
ア
語
で
火
の
石
と
い
う
意
味
）
と
フ
リ
ン
ト
（flint

）
等
を
打
ち
付
け
る

火
花
式
発
火
法
が
あ
り
、
そ
れ
は
中
期
旧
石
器
時
代
に
ま
で
遡
る
可
能
性
も

あ
る
と
い
う
（D

ick,Lykke1999

ほ
か
）。
同
論
文
に
よ
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
上
部
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
出
土
品
に
、
火
打

石
と
考
え
ら
れ
る
著
し
く
丸
く
な
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
フ
リ
ン
ト
が
あ
る
と
い

う
。
ま
た
、
中
石
器
時
代
の
ド
イ
ツ
北
部
や
デ
ン
マ
ー
ク
の
遺
跡
か
ら
は
黄
鉄

鉱
片
や
火
口
の
い
ず
れ
か
あ
る
い
は
両
者
の
発
見
例
が
あ
り
、
日
本
で
も
よ
く

知
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
ー
・
カ
ー
（Star Carr

）
遺
跡
で
も
丸
く
な
っ
た

フ
リ
ン
ト
と
黄
鉄
鉱
片
が
出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
石
器
時
代
の
ス
イ
ス

の
遺
跡
で
も
黄
鉄
鉱
と
丸
く
な
っ
た
フ
リ
ン
ト
が
出
土
し
、
使
い
切
ら
れ
た
石

核
が
火
打
石
に
利
用
さ
れ
た
例
も
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
平
野

の
砂
質
土
中
で
は
黄
鉄
鉱
が
容
易
に
分
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。そ
れ
は
、セ
ッ

ト
と
な
る
べ
き
発
火
具
一
式
が
、
土
壌
条
件
に
よ
っ
て
揃
っ
て
出
土
し
な
い
場

合
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
他
地
域
で
の
事
例
を
検
討
す
る
う
え
で
も
参
照
す
べ

き
点
で
あ
る
。

中
国
に
つ
い
て
は
、
恵
ま
れ
た
文
献
資
料
に
よ
っ
て
発
火
法
と
そ
の
歴
史
が

検
討
さ
れ
て
い
る
（
汪
二
〇
〇
八
）。
汪
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
摩
擦

式
発
火
具
は
、
そ
の
信
憑
性
は
と
も
か
く
燧
人
氏
等
の
伝
説
等
か
ら
み
て
古
く

よ
り
存
在
し
、
春
秋
戦
国
時
代
（
紀
元
前
七
七
〇
～
紀
元
前
二
二
一
年
）
に
は

一
般
的
な
発
火
法
で
あ
っ
た
と
い
う
。
漢
（
紀
元
前
二
〇
六
～
紀
元
後
二
二
〇

年
）・
晋
（
二
六
五
～
四
二
〇
年
）
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
摩
擦
式
発
火
具
が
い

く
つ
か
出
土
し
て
い
る
。
火
花
式
発
火
法
は
、
考
古
資
料
と
し
て
は
未
見
な
が

ら
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
と
同
じ
く
、
石
ど
う
し
（
黄
鉄
鉱
等
）
を
打
つ
火
起

こ
し
が
漢
・
晋
の
頃
に
は
存
在
し
た
と
さ
れ
る
（
江
二
〇
〇
八
）。
ま
た
、
漢

代
の
物
質
文
化
を
総
覧
す
る
中
で
、先
秦
か
ら
南
北
朝
（
～
五
八
九
年
）
ま
で
、

木
製
の
摩
擦
式
発
火
具
が
主
要
発
火
具
で
あ
っ
た
と
、
出
土
品
・
文
献
記
載
か

ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
（

二
〇
〇
八
）。

日
本
列
島
に
お
い
て
、
発
掘
品
の
中
に
明
確
な
発
火
具
が
「
安
定
し
て
」
登

場
す
る
の
は
、
各
地
で
摩
擦
式
発
火
具
の
出
土
例
が
み
ら
れ
る
弥
生
時
代
で
あ

る
（
た
と
え
ば
小
川
一
九
九
六
・
白
鳥
二
〇
〇
五
・
中
村
二
〇
〇
五
ほ
か
）。

弥
生
時
代
に
一
般
的
で
あ
っ
た
摩
擦
式
発
火
法
は
、
縄
文
時
代
以
前
に
も
遡
る

と
み
て
よ
い
。
特
に
、
い
わ
ゆ
る
木
の
文
化
を
発
達
さ
せ
て
き
た
日
本
列
島
の

環
境
特
性
は
、
木
製
道
具
を
使
う
発
火
法
が
古
く
よ
り
存
在
す
る
と
い
う
想
定

を
後
押
し
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
火
花
式
発
火
法
の
う
ち
、
黄
鉄
鉱

や
そ
れ
と
打
ち
付
け
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る
石
器
の
出
土
は
、
日
本
列
島
に
お

い
て
今
の
と
こ
ろ
聞
か
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
黄
鉄
鉱
を
用
い
た
火
花
式
発
火

法
が
存
在
し
た
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
旧
石
器
～
縄
文
時
代
に

お
け
る
発
火
法
が
検
討
さ
れ
る
中
で
留
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
日
本
列
島
に
お
け
る
発
火
具
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
発
掘
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調
査
等
の
中
で
も
大
い
に
注
意
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
言
え
る
。

火
打
金
を
用
い
る
火
花
式
発
火
法
は
、『
火
の
道
具
』
等
の
先
駆
的
研
究
に

よ
っ
て
、
日
本
列
島
に
お
い
て
は
古
墳
時
代
に
な
っ
て
登
場
す
る
と
紹
介
さ
れ

（
高
嶋
一
九
八
五
）、
三
十
年
近
く
経
っ
た
今
日
に
お
い
て
も
、
同
見
解
を
踏
襲

す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
資
料
数
の
少
な
さ
や
考
古
学
的
な
資
料
批
判
が

十
分
で
な
い
中
で
示
さ
れ
た
高
嶋
氏
の
見
解
は
、
今
日
的
に
は
む
し
ろ
問
題
提

起
の
重
要
性
が
大
き
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
新
研
究
で
は
、

火
花
式
発
火
法
の
登
場
に
つ
い
て
、
関
東
地
方
で
は
八
世
紀
前
半
よ
り
も
確
実

に
遡
る
も
の
の
六
世
紀
ま
で
は
至
ら
ず
、
七
世
紀
で
も
後
半
以
降
で
あ
ろ
う
と

さ
れ
る
（
関
二
〇
〇
二
）。
千
葉
県
内
に
お
い
て
も
、
古
墳
時
代
の
火
打
石
は

未
確
認
で
あ
り
、
奈
良
・
平
安
時
代
以
降
に
な
っ
て
火
打
石
が
み
ら
れ
る
と
い

う
（
白
鳥
二
〇
〇
五
）。
さ
ら
に
、
平
安
時
代
等
の
諸
文
献
に
お
い
て
、
摩
擦

式
発
火
法
と
火
花
式
発
火
法
が
ど
の
よ
う
に
出
現
す
る
の
か
が
検
討
さ
れ
、
少

な
く
と
も
各
文
献
に
登
場
す
る
地
域
に
お
い
て
、
摩
擦
式
発
火
法
は
儀
礼
の
中

で
用
い
ら
れ
、
火
花
式
発
火
法
が
実
用
と
し
て
普
及
し
て
い
た
と
評
価
さ
れ
た

（
小
川
一
九
九
六
）。
こ
れ
ら
考
古
学
・
文
献
等
に
み
ら
れ
る
各
状
況
か
ら
は
、

遅
く
と
も
八
世
紀
初
め
か
ら
前
半
ご
ろ
に
は
火
打
石
・
火
打
金
等
に
関
す
る
知

識
を
十
分
に
持
つ
人
々
が
存
在
し
た
と
わ
か
る
。

で
は
、
九
州
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
、
発
見
さ
れ
て
い
る
九
州
で

最
古
級
の
火
打
石
は
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ
り
、
博
多

遺
跡
群
（
福
岡
県
福
岡
市
）・
筑
後
国
府
（
同
久
留
米
市
）・
雨
窪
遺
跡
（
同
京

都
郡
苅
田
町
）・
宮
ノ
東
遺
跡（
宮
崎
県
西
都
市
）で
出
土
し
て
い
る（
第
三
図
）。

宮
ノ
東
遺
跡
で
は
、
八
～
九
世
紀
の
火
打
石
が
三
点
出
土
し
た
。
八
世
紀
後
半

～
九
世
紀
初
頭
の
八
三
〇
五
号
竪
穴
住
居
の
埋
土
出
土
の
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石

は
、
分
割
さ
れ
た
円
礫
が
用
い
ら
れ
、
礫
面
と
剥
離
面
の
接
す
る
稜
を
中
心
に

潰
れ
が
あ
る
。
九
世
紀
前
半
の
四
五
八
号
竪
穴
住
居
の
埋
土
出
土
の
チ
ャ
ー
ト

製
火
打
石
は
、
比
較
的
良
質
の
も
の
で
、
稜
全
体
が
よ
く
潰
れ
る
。
八
～
九
世

紀
の
土
器
片
を
含
む
一
〇
五
四
号
土
坑
の
埋
土
出
土
の
石
英
製
火
打
石
は
、
稜

1. 博多築港線２次 ( 福岡市、以下、2 ～ 5 同じ )、2. 博多 35 次、3. 博多３次、
4. 博多 71 次、5. 博多６次、6 ～ 8. 筑後国府第 89 次 ( 久留米市 )、9. 大島 ( 川
内市 )、10. 雨窪 ( 苅田町 )、11 ～ 13. 宮ノ東 ( 西都市 )

1. 大肥吉竹 ( 日田市 )、2. 豊後府内 41 次 ( 大分市、以下、3 ～
13 同じ )、3. 豊後府内７次、4. 大友府内町 74 次、5 ～ 7. 豊後
府内 77 次、8・9. 豊後府内 51 次、10. 豊後府内 30 次、11・
12. 府内城・府内城下町 17 次、13. 府内城・府内城下町 15 次

第３図　九州最古の火打金と火打石（藤木 2011a より）

第４図　豊後府内・府内城・府内城下町出土の
　　　　火打金と火打石（藤木 2013 より）
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全
体
が
よ
く
潰
れ
る
。
石
英
・
チ
ャ
ー
ト
と
も
に
眼
下
の
一
ツ
瀬
川
河
原
等
で

も
採
集
可
能
な
石
材
で
あ
る
。
ま
た
、
火
打
石
と
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
る
火
打

金
の
九
州
最
古
例
は
、
火
打
石
以
上
に
少
数
例
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
大
肥

吉
竹
遺
跡
（
大
分
県
日
田
市
）
の
六
号
住
居
よ
り
出
土
し
た
火
打
金
で
あ
る

（
第
四
図
）。
同
住
居
は
、
出
土
土
器
類
の
年
代
観
か
ら
渡
邉
隆
行
氏
に
よ
っ
て

八
世
紀
後
半
と
さ
れ
る
が
、
報
告
書
に
よ
る
と
、
鉄
製
品
や
鉄
生
産
関
連
で
時

期
が
や
や
新
し
く
な
り
そ
う
な
も
の
も
同
住
居
か
ら
出
土
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
出
土
土
器
類
に
火
打
金
が
確
実
に
伴
う
の
で
あ
れ
ば
と
い

う
限
定
付
と
な
る
た
め
、
九
州
で
最
古
ク
ラ
ス
の
火
打
金
「
候
補
」
と
括
弧
つ

き
と
し
て
お
く
。
報
告
書
で
は
用
途
不
明
の
鉄
製
品
と
さ
れ
た
火
打
金
は
、
い

わ
ゆ
る
山
形
で
、
両
端
を
上
部
に
向
か
っ
て
曲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
最
も
幅
の

あ
る
山
形
の
頂
部
付
近
で
断
面
を
取
る
と
、
下
側
の
長
辺
に
向
け
て
三
角
形
に

広
が
っ
て
い
る
。
長
辺
の
中
央
付
近
は
、
火
打
石
と
打
ち
付
け
た
こ
と
に
よ
る

減
り
（
凹
み
）
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、大
島
遺
跡
（
鹿
児
島
県
川
内
市
）
で
は
、

装
飾
品
の
一
部
と
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
八
世
紀
代
の
包
含
層

中
よ
り
火
打
金
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
友
府
内
町
遺
跡
第
七
十
四

次
調
査
（
大
分
市
）
の
土
取
り
遺
構
よ
り
出
土
し
た
、
十
二
世
紀
代
の
も
の
と

さ
れ
た
火
打
金
一
点
に
つ
い
て
、
八
～
九
世
紀
代
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
る
。

関
東
地
方
と
九
州
と
で
は
、
火
花
式
発
火
法
の
登
場
年
代
に
い
く
ら
か
の
時

間
差
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
、
資
料
数
の
増
加
や
、
そ
も
そ
も
発
火
具
と

い
う
考
古
資
料
自
体
へ
の
認
識
の
深
ま
り
と
と
も
に
解
消
さ
れ
る
も
の
と
期
待

さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
九
州
に
お
け
る
既
知
の
発
掘
資
料
は
点
的
・
限
定

的
で
あ
る
が
、
八
～
九
世
紀
代
の
九
州
の
広
範
囲
に
、
火
花
式
発
火
具
と
そ
の

用
法
・
知
識
が
す
で
に
広
ま
っ
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

東
ア
ジ
ア
の
中
で
み
た
火
起
こ
し
の
歴
史

日
本
列
島
に
お
け
る
火
花
式
発
火
法
の
開
始
と
は
、
仏
教
や
瓦
等
の
大
陸
か

ら
の
各
種
伝
来
と
同
期
す
る
も
の
と
予
想
で
き
（
小
川
一
九
九
六
）、
火
打
金

の
伝
来
窓
口
に
つ
い
て
日
本
海
沿
岸
の
全
体
を
想
定
す
る
意
見
も
あ
る
（
関

二
〇
〇
二
）。
そ
う
な
る
と
問
題
に
な
る
の
が
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
発

火
具
の
歴
史
と
の
整
合
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
あ
ま
り
判
明
し
て
い

な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
日
本
列
島
以
外
の
東
ア
ジ
ア
地
域
の
中
で
、
遺
跡
出
土
品
に

よ
る
火
花
式
発
火
具
の
変
遷
等
が
比
較
的
あ
き
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の
は
北
方

ユ
ー
ラ
シ
ア
と
台
湾
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
中
原
地
域
は
、
文
献
資
料
か
ら
の

検
討
が
主
で
あ
る
が
発
火
具
の
様
相
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
つ
い
て
、
と
く
に
年
代
的
に
古
い
資
料
に
注
目

す
る
と
、
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
に
位
置
す
る
ト
ロ
イ
ツ
コ
エ
墓
地
（
七
～
八
世

紀
）・
コ
ル
サ
コ
ヴ
ォ
五
五
号
墓（
八
世
紀
～
九
世
紀
初
頭
）、同
一
四
三
号
墓（
八

世
紀
後
半
～
九
世
紀
初
頭
）
で
火
打
金
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
林
一
九
九
四
）。

台
湾
の
発
火
具
は
、
摩
擦
式
発
火
法
が
古
く
よ
り
存
在
し
、
後
に
火
花
式
発

火
法
が
導
入
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
胡
・
崔
編
一
九
九
八
ほ
か
）。
台
湾
に
お
け

る
遺
跡
出
土
発
火
具
を
検
索
す
る
と
、
台
湾
の
原
住
民
族
資
料
に
数
多
く
の
摩

擦
式
お
よ
び
火
花
式
発
火
具
が
残
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
管
見
の
か
ぎ
り
発
掘

品
中
に
火
打
金
や
摩
擦
式
発
火
具
は
な
く
、
火
打
石
の
み
報
告
例
が
知
ら
れ
て

い
る
（
藤
木
二
〇
一
一b

）。
こ
の
う
ち
、
時
期
に
つ
い
て
言
及
可
能
な
例
は
、

十
三
行
遺
址
（
台
北
縣
）
の
金
属
器
時
代
の
包
含
層
の
上
層
と
な
る
近
代
漢
文

化
層
中
か
ら
、
牛
稠
子
遺
址
（
台
南
縣
）
の
近
代
漢
人
文
化
層
か
ら
、
大
竹

圍
遺
址
（
宜
蘭
縣
）
の
清
国
中
葉
か
ら
日
本
統
治
時
代
初
期
の
文
化
層
か
ら
、

一
六
二
四
年
に
築
城
さ
れ
た
熱
蘭
遮
城
（
台
南
市
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
。

ま
た
、
左
營
遺
址
（
高
雄
市
）
で
は
、
こ
の
類
の
も
の
は
清
代
の
漢
人
に
関
連
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す
る
遺
跡
あ
る
い
は
晩
期
平
埔
族
の
遺
跡
に
お
い
て
常
に
登
場
す
る
が
、
用
途

は
不
詳
と
さ
れ
た
。
こ
こ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
台
湾
で
出
土
す
る
火
打
石
は
、

い
ず
れ
も
十
七
世
紀
以
降
に
あ
た
る
、
清
代
以
降
の
漢
人
文
化
に
伴
う
も
の
ば

か
り
で
あ
る
。
漢
人
と
台
湾
の
関
係
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
淇
武
蘭
遺
址
（
宜

蘭
縣
）
で
は
出
土
陶
磁
器
数
の
増
加
と
出
土
状
況
か
ら
み
て
、
漢
人
の
移
住
に

よ
っ
て
地
域
社
会
が
変
容
し
て
ゆ
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
謝
二
〇
〇
九
）。

台
湾
に
お
け
る
火
花
式
発
火
具
の
登
場
は
、
陶
磁
器
関
連
の
研
究
成
果
と
同
様

に
、
大
陸
か
ら
台
湾
へ
と
向
か
う
漢
人
の
移
住
に
起
因
す
る
可
能
性
が
高
い
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
。

中
国
中
原
地
域
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
、
摩
擦
式
発
火
具
が
遅
く

と
も
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
南
北
朝
期
に
は
一
般
的
で
あ
り
（
汪
二
〇
〇
八
・

二
〇
〇
八
）、
石
ど
う
し
（
黄
鉄
鉱
等
）
を
打
つ
火
起
こ
し
が
漢
・
晋
の
頃
に

は
存
在
し
た
と
さ
れ
る
（
汪
二
〇
〇
八
）。
汪
氏
に
よ
る
と
、
唐
代
（
六
一
八

～
九
〇
七
年
）
に
は
、
石
ど
う
し
（
黄
鉄
鉱
等
）
を
打
つ
火
起
こ
し
が
一
般
に

普
及
し
、
宗
教
儀
式
の
中
に
摩
擦
式
発
火
法
が
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し

て
、
石
ど
う
し
で
な
く
、
火
打
金
を
用
い
る
発
火
法
は
、
宋
・
元
代
（
九
六
〇

～
一
三
六
八
年
）
に
普
遍
化
し
た
と
さ
れ
る
（
汪
二
〇
〇
八
）。

こ
れ
と
関
連
し
、
九
〇
五
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
延
喜
式
』
賜
蕃
客
例
条
（
大

蔵
省
・
賜
蕃
客
例
・
大
唐
皇
）
に
記
載
さ
れ
た
、
遣
唐
使
が
持
参
し
た
朝
貢
品

の
中
に
、
別
貢
（
別
送
）
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、
出
火
水
精
（
水
晶
）

十
顆
、
瑪
瑙
十
顆
、
出
火
鉄
十
具
が
注
意
さ
れ
る
。
出
火
鉄
に
つ
い
て
は
火
打

金
を
指
す
と
み
ら
れ
、
出
火
水
精
や
瑪
瑙
に
つ
い
て
は
玉
の
素
材
で
あ
る
可
能

性
等
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
出
火
鉄
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
考
え
る
と
い
ず
れ

も
火
打
石
と
し
て
献
上
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
（
東
野
二
〇
〇
七
）。

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
限
定
的
な
資
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
若
干
の
検
討

を
加
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
と
日
本
列
島
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
火
花
式

発
火
具
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
韓
半
島
や
中
国
東
北
部
に

お
け
る
、
前
後
す
る
時
代
の
発
火
具
に
つ
い
て
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
く
、
そ

の
系
譜
関
係
等
に
つ
い
て
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
。
ま
た
、
汪

二
〇
〇
八
の
と
お
り
で
あ
れ
ば
、
中
国
中
原
地
域
に
お
い
て
火
打
金
が
普
及
す

る
こ
と
自
体
が
、
日
本
列
島
の
そ
れ
よ
り
遅
れ
る
こ
と
と
な
る
。『
延
喜
式
』

に
著
さ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
産
火
花
式
発
火
具
が
唐
の
皇
帝
へ
献
上
さ
れ
た
こ

と
も
、
そ
う
い
っ
た
中
国
中
原
地
域
の
発
火
具
事
情
に
よ
る
も
の
な
の
か
。
そ

の
是
非
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
文
献
の
み
で
な
く
、
考
古
資
料
に
よ
る
検

証
を
必
要
と
し
て
い
よ
う
。
東
ア
ジ
ア
の
中
で
火
花
式
発
火
具
が
ど
の
よ
う
に

登
場
し
広
が
っ
て
ゆ
く
の
か
、
大
き
な
研
究
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
列
島
と
同
じ
く
、
東
ア
ジ
ア
の
東
端
に
位
置
す
る
島
で
あ
る
台

湾
に
お
い
て
、
日
本
列
島
で
の
発
火
具
の
変
遷
と
ど
の
よ
う
な
異
同
を
み
せ
る

の
か
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
摩
擦
式
発
火
法
が
先
行
し
、

火
花
式
発
火
法
が
後
出
す
る
と
い
う
年
代
的
前
後
関
係
で
は
共
通
し
た
が
、
火

花
式
発
火
法
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
列
島
は
七
世
紀
以
降
の
仏
教
や
瓦
等

の
大
陸
か
ら
の
各
種
伝
来
に
伴
う
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
、
台
湾
は
十
七
世

紀
清
代
以
降
の
漢
人
移
住
に
起
因
す
る
と
解
釈
し
た
。台
湾
と
日
本
列
島
で
は
、

東
ア
ジ
ア
東
端
の
島
ど
う
し
と
は
い
え
、
火
花
式
発
火
法
の
導
入
さ
れ
る
年
代

を
み
る
と
千
年
近
い
隔
た
り
が
あ
り
、
そ
の
契
機
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

両
者
と
も
大
陸
方
面
か
ら
の
影
響
に
よ
る
点
で
は
共
通
す
る
も
の
の
、
大
陸
側

と
の
関
係
史
の
相
違
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
研
究
の
到
達
点
と
課
題
か
ら
は
、
発
火
具
の
歴
史
に
つ
い
て
東

ア
ジ
ア
史
の
中
で
紐
解
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ

る
。東
ア
ジ
ア
各
地
の
人
と
火
の
関
係
史
を
解
明
し
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
列
島
を
は
じ
め
各
地
域
に
お
け
る
文
化
の
自
生
や
伝
播
の
流
れ
を
知
る
こ

と
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
展
開
し
て
き
た
固
有
の
地
域
史
を
よ
り
深
く
理
解
す

る
材
料
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
検
討
を
継
続
し
た
い
。
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九
州
の
火
打
石
産
地
を
探
る

火
打
石
に
使
わ
れ
る
石
は
、
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た

と
え
ば
宮
崎
県
内
で
火
打
石
に
使
わ
れ
て
き
た
石
は
、
石
英
・
チ
ャ
ー
ト
が
多

数
を
占
め
て
お
り
、
地
元
の
産
物
を
地
元
で
消
費
す
る
と
い
う
地
産
地
消
ス
タ

イ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
宮
崎
県
最
古
の
火
打
石
か
ら
続
く
伝
統
的
な

も
の
で
あ
り
、「
こ
の
石
が
よ
い
」
と
い
う
知
識
は
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら

孫
へ
と
伝
わ
っ
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

九
州
各
地
の
火
打
石
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
類
等
の
探
索
が
遺
跡
出
土
品
の

分
析
に
よ
っ
て
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
産
地
を
知
る
手
が
か
り
と

し
て
、
近
世
以
降
の
文
献
や
関
連
地
名
か
ら
探
る
手
法
が
あ
る
（
第
五
図
）。

ま
ず
、
文
献
か
ら
探
る
手
が
か
り
と
し
て
、
近
世
以
降
、
各
地
の
火
打
石
産

地
の
紹
介
や
博
覧
会
へ
の
出
品
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
検
索
し
た
結
果
、
現

時
点
で
二
十
ヶ
所
近
い
産
地
あ
る
い
は
関
連
情
報
が
見
い
だ
さ
れ
た
。

福
岡
県
内
で
は
、
久
留
米
城
下
町
に
お
い
て
火
打
石
と
し
て
多
く
消
費
さ
れ

た
、
星
野
村
産
の
白
色
を
し
た
メ
ノ
ウ
質
石
英
に
つ
い
て
解
明
さ
れ
て
い
る

（
藤
木
二
〇
一
四
）。
星
野
村
産
の
火
打
石
に
か
ん
す
る
最
古
の
記
録
は
、
管
見

で
は
、
一
六
八
二
年
に
医
師
・
西
以
三
（
馬
間
田
以
三
と
も
い
う
）
に
よ
り

書
き
上
げ
ら
れ
た
、
筑
後
国
全
域
を
扱
っ
た
地
誌
「
筑
後
地
鑑
」（
武
藤
ほ
か

一
九
二
九
へ
収
録
）
で
あ
る
。
同
書
の
上
北
筑
の
項
に
は
、「
生
葉
郡
星
野
山

出
燧
石
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
小
林
藤
次
が
書
き
留
め
た
記
録
を
小
川
勘
左

衛
門
が
一
七
九
五
年
に
借
用
し
、
後
年
の
記
事
が
付
加
さ
れ
て
成
立
し
た
「
山

方
・
小
物
成
方
格
帳
」（
解
読
文
：
水
原
一
九
九
三
）
に
は
、
本
星
野
名
に
「
麻

生
ト
云
所
カ
ド
石
ア
リ
」（
カ
ド
石
は
火
打
石
と
同
義
）
と
あ
る
。
明
治
時
代

に
な
っ
て
か
ら
は
、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
一
八
七
七
年
）
に
筑
後
国
生

葉
郡
星
野
村
（
十
籠
）
字
露
原
山
、第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
一
八
八
一
年
）

に
筑
後
国
生
葉
郡
星
野
村
の
火
打
石
が
そ
れ
ぞ
れ
出
品
さ
れ
た
（
明
治
文
献
資

料
刊
行
会
一
九
六
二
・
一
九
七
五
）。『
日
本
地
誌
提
要
』（
元
正
院
地
誌
課
編
纂

一
八
七
四
～
一
八
七
九
）
に
は
、
筑
後
の
「
燧
石
」
産
地
と
し
て
「
生
葉
郡
池

山
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、『
明
治
七
年
府
県
物
産
表
』（
一
八
七
四

年
）
に
挙
げ
ら
れ
た
三
潴
県
の
火
打
石
（
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
一
九
六
六
）、

橋
爪
貫
一
輯
録
の
『
日
本
物
産
字
引
』（
一
八
七
五
年
）
お
よ
び
高
橋
易
直
編

集
の
『
大
日
本
物
産
字
類
』（
一
八
七
五
年
）
の
筑
後
の
項
に
挙
げ
ら
れ
た
「
燧

石
」
も
、
星
野
村
の
も
の
で
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
記
載
お
よ
び
現
地
踏
査
の

結
果
か
ら
、
星
野
村
産
の
火
打
石
は
、
八
女
市
星
野
村
の
十
籠
地
区
の
西
方
向

に
あ
た
る
池
山
お
よ
び
麻
生
付
近
に
産
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

そ
の
他
と
し
て
、「
明
治
七
年
府
県
物
産
表
」
に
あ
る
「
小
倉
県　

燧
石
」

が
あ
る
。
こ
の
候
補
と
し
て
、
完
全
に
推
測
の
域
を
出
な
い
と
断
っ
た
う
え
な

が
ら
、
た
と
え
ば
、
北
九
州
市
や
豊
前
、
筑
豊
一
帯
の
旧
石
器
か
ら
縄
文
時
代

の
石
器
等
に
散
見
さ
れ
る
緑
色
・
黄
色
・
黄
土
色
等
を
し
た
珪
質
の
強
い
石
材

（
ジ
ャ
ス
パ
ー
等
）
や
、
若
松
の
北
海
岸
ほ
か
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
メ
ノ
ウ
、

門
司
の
蕪
島
の
チ
ャ
ー
ト
等
（
北
九
州
市
立
自
然
史
博
物
館
一
九
九
一
・
福
岡

県
高
等
学
校
地
学
部
会
一
九
七
九
ほ
か
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
か
。
ま
た
、
現
在

の
北
九
州
市
の
黒
崎
一
帯
が
相
当
す
る
、
筑
前
国
の
黒
崎
宿
で
用
い
ら
れ
た
水

晶
・
石
英
製
火
打
石
に
つ
い
て
、
黒
崎
宿
至
近
の
河
頭
山
に
水
晶
が
産
し
た
と

貝
原
益
軒
の
『
筑
前
國
続
風
土
記
』
巻
之
二
十
九
・
土
産
考
（
一
七
〇
九
年
）

等
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、河
頭
山
が
火
打
石
産
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る（
藤

木
二
〇
一
四
）。

大
分
県
内
は
、
松
江
重
頼
に
よ
る
『
毛
吹
草
』（
一
六
四
五
年
）
で
紹
介
さ

れ
た
「
豊
後　

久
多
見
燧
」（
直
入
郡
久
住
町
朽
網
）
を
は
じ
め
、
唐
橋
世
濟

の
『
豊
後
国
志
』（
一
八
〇
三
年
）
で
産
物
に
挙
げ
ら
れ
た
国
東
郡
姫
島
村
と

速
見
郡
山
香
町
の
火
打
石
が
あ
る
。
ま
た
、
第
一
回
・
第
二
回
・
第
五
回
内
国

勧
業
博
覧
会
へ
玖
珠
郡
九
重
町
、
速
見
郡
山
香
町
、
北
海
部
郡
佐
賀
関
町
、
南

海
部
郡
宇
目
町
、
同
郡
上
浦
町
の
五
ヶ
所
か
ら
火
打
石
が
出
品
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
、
山
香
町
の
「
六
太
郎
角
」
が
有
名
で
あ
る
。
六
太
郎
角
に
つ
い
て
『
豊
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第５図　九州における火打石産地及び火打関連地名の主な分布（藤木 2007）より
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後
立
石
史
談
』
の
該
当
箇
所
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
名
称
は
、

こ
れ
が
六
太
郎
村
平
原
の
上
の
山
よ
り
産
出
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
。『
豊
後

国
志
』
に
も
記
述
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
享
和
三
年
以
前
よ
り
存
在

が
知
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
山
の
所
有
者
は
、
大
正
十
二
年
よ
り
四
〇

～
五
〇
年
前
に
は
阿
部
孫
右
衛
門
で
あ
り
、
町
の
萬
屋
、
金
山
の
林
伝
八
ら
が

採
掘
に
あ
た
っ
て
い
た
。
採
掘
量
の
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
そ
の
販
路
が
「
大

分
の
濱
の
市
、
西
は
高
田
、
宇
佐
、
中
津
、
小
倉
地
方
」
に
及
び
、
さ
ら
に
上

質
の
も
の
は
遠
く
「
上
方
地
方
」
ま
で
移
出
さ
れ
た
と
い
う
。
火
打
石
の
種
類

に
は
「
味
噌
」（
黄
色
を
帯
び
た
飴
色
）
と
「
浅
黄
」
の
二
種
類
が
あ
る
。
味

噌
は
発
火
具
合
か
ら
上
物
で
高
価
格
で
あ
り
、
明
治
維
新
の
頃
は
親
指
の
頭
大

で
一
匁
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。
六
太
郎
の
庄
屋
礼
次
郎
の
所
有
し
た
直
径
四
寸

ほ
ど
の
火
打
石
は
、
当
時
、
十
両
で
も
手
放
さ
な
い
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
、
優
良

な
火
打
石
が
い
か
に
高
価
で
あ
っ
た
か
を
う
か
が
い
知
れ
る
。
明
治
時
代
に
な

り
マ
ッ
チ
が
出
現
す
る
と
、
味
噌
の
親
指
大
の
も
の
で
五
～
六
銭
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
当
時
の
米
一
升
（
当
時
、
米
一
石
五
円
ほ
ど
と
同

じ
程
度
で
あ
る
。
ま
さ
に
六
太
郎
角
の
品
質
が
優
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
に
及

ば
ず
、
古
く
よ
り
「
小
倉
燧
に
六
太
郎
角
」
と
並
び
称
さ
れ
て
い
た
。
火
打
石

の
発
見
は
容
易
で
な
く
、
し
か
も
一
個
の
大
き
さ
は
直
径
四
～
五
寸
程
度
で
あ

る
。
上
方
へ
搬
出
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
芯
（
核
）
の
良
質
な
部
分
で
あ
り
、
立

石
地
方
に
販
売
さ
れ
る
多
く
は
、
そ
の
芯
以
外
の
打
欠
品
で
あ
り
上
物
で
は
な

か
っ
た
。」
こ
の
記
述
か
ら
は
、
六
太
郎
角
に
二
種
類
あ
っ
た
こ
と
、
採
掘
者

名
や
販
路
、販
売
価
格
の
推
移
な
ど
も
わ
か
る
う
え
、地
元
の
庄
屋
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
交
え
た
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

長
崎
県
内
で
は
、
長
崎
奉
行
所
跡
の
発
掘
調
査
で
数
多
く
発
見
さ
れ
た
鉄
石

英
製
火
打
石
の
産
地
を
め
ぐ
っ
て
検
討
が
進
ん
で
い
る
（
藤
木
二
〇
〇
七
）。

伊
藤
常
足
『
太
宰
管
内
志
』（
一
八
四
一
年
）
の
中
で
、「［
長
崎
夜
話
］
に
長

崎
の
市
町
を
去
ル
事
一
里
許
北
の
山
ノ
里
に
平
宿
と
云
處
あ
り
此
村
な
る
東
ノ

山
よ
り
燧
石
ノ
赤
白
な
る
を
多
く
出
す
村
人
取
て
賣
る
を
玉
人
え
ら
び
て
緒
留

ノ
玉
に
す
り
た
る
は
唐
土
ノ
雲
南
石
に
異
な
ら
ず
と
て
人
々
價
高
く
買
た
る
を

見
る
に
實
に
美
し
き
事
云
む
か
な
し
（
…
中
略
…
）［
柳
園
随
筆
］
に
長
崎
の

北
時
津
に
至
る
道
に
平
野
村
あ
り
人
家
多
し
是
昔
の
平
敷
な
り
と
い
ふ
此
東
方

山
間
の
田
ノ
底
よ
り
赤
き
燧
石
い
づ
好
士
是
を
取
て
鎭
懐
石
な
り
と
い
ふ
は
笑

に
堪
た
り
彼
石
は
墮
（
楕
）
圓
状
如
二
鶏
子
一
と
万
葉
に
見
え
た
れ
ば
白
玉
の

類
と
聞
ゆ
、
今
の
燧
石
は
土
下
に
敷
た
る
磐
石
な
る
を
割
て
取
た
る
物
に
て
其

類
な
り
と
も
い
ひ
が
た
し
、
さ
れ
ど
平
敷
は
今
の
平
野
な
ら
む
と
云
説
は
さ
も

あ
る
べ
き
か
と
あ
り
、
な
ほ
重
ね
て
考
ふ
べ
し
」
と
あ
り
、『
長
崎
の
鐘
』『
こ

の
子
を
残
し
て
』
等
で
有
名
な
医
学
博
士
で
あ
っ
た
永
井
隆
に
よ
る
『
長
崎
の

花
』（
永
井
隆
全
集
第
二
巻
に
再
録
・
一
九
五
〇
年
）
の
う
ち
「
長
崎
の
名
」

に
お
い
て
「（
前
略
）
日
本
書
紀
に
は
「
玉
杵
名
邑
」
と
あ
り
、神
功
皇
后
は
「
玉

の
浦
」
と
呼
び
な
さ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
浦
上
の
本
原
町
か
ら
赤
い
玉
が

出
ま
す
。
鎮
懐
石
は
こ
の
石
だ
と
の
話
で
す
。
土
地
で
は
角
の
崎
の
火
打
石
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
玉
の
浦
の
名
は
こ
の
赤
い
石
に
由
来
し
ま
す
。（
後
略
）」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
各
情
報
か
ら
は
、
長
崎
奉
行
所
跡
の
鉄
石
英
製
火
打
石
は
、

現
在
の
長
崎
市
浦
上
一
帯
の
「
平
敷
あ
る
い
は
平
宿
」
の
東
で
採
取
さ
れ
た
と

理
解
さ
れ
る
。

熊
本
県
で
は
宮
原
町
産
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
松
江
重
頼
に
よ
る
『
毛
吹
草
』

（
一
六
四
五
年
）で「
肥
後　

火
川
火
打
石
」と
し
て
紹
介
さ
れ
、木
内
石
亭
の『
雲

根
志
（
前
編
二
）』（
一
七
七
三
年
）
で
は
「（
前
略
）
筑
後
火
川
、
近
江
狼
川

は
下
品
也
、
水
晶
石
英
の
類
も
、
よ
く
火
を
出
せ
ど
も
、
石
性
や
は
ら
か
に
し

て
、
永
く
用
い
が
た
し
、（
後
略
）」
と
さ
れ
る
。
現
在
、
宮
原
町
で
は
町
興
し

の
一
環
と
し
て
火
打
具
の
販
売
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
火
打
石
に
は
氷
川
で
採

取
可
能
な
チ
ャ
ー
ト
を
あ
て
て
い
る
。

宮
崎
県
の
一
部
お
よ
び
鹿
児
島
県
域
の
火
打
石
産
地
は
、『
三
国
名
勝
図
会
』

に
詳
し
く
、
串
木
野
に
「
猩
々
石　

燧
石
の
上
品
な
り
」、
入
来
に
「
燧
石
」、

阿
久
根
に
「
燧
石　

西
目
の
内
、
小
濱
に
出
づ
」、
横
川
に
「
火
燧
石
（
中
略
）

金
山
に
産
す
」
と
あ
る
。
猩
々
は
、
中
国
の
伝
説
上
の
動
物
で
あ
る
が
、
猩
々
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緋
と
い
う
黄
色
を
帯
び
た
深
紅
色
の
こ
と
を
指
す
こ
と
か
ら
、
猩
々
石
も
ま
た

黄
色
を
帯
び
た
深
紅
色
で
あ
っ
た
か
。
阿
久
根
の
西
目
は
、
海
岸
に
チ
ャ
ー
ト

の
転
石
が
多
数
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
火
打
石
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
ほ
か
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
出
品
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
現
在
の

坊
津
に
あ
た
る
川
辺
郡
久
志
村
、
宮
崎
県
の
都
城
市
横
市
か
ら
「
品
名　

燧
石

　

産
地　

日
向
国
諸
懸
郡
横
市
村　

出
品
者　

入
米
只
右
衛
門
」（
入
米
姓
に

つ
い
て
は
入
来
姓
の
誤
記
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
）
が
あ
る
。
横
市
の
事
例

は
、
現
在
の
宮
崎
県
内
で
火
打
石
産
地
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
唯
一
の
事
例
で
あ

る
。次

に
、
地
名
か
ら
の
検
討
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
地
名
は
本
来
、
平
易
な
意

味
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
る
。
み
な
が
な
る
ほ
ど
そ
う
だ
と
了
解
・
納
得
し
て
使

わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
地
名
に
な
る
（
後
略
）」（
服
部
二
〇
〇
三
）。
た

と
え
ば
、
三
重
県
下
の
「
火
打
」
の
付
く
地
名
は
、
火
打
石
の
産
地
あ
る
い
は

火
打
石
の
材
料
と
な
る
よ
う
な
チ
ャ
ー
ト
な
ど
の
採
取
可
能
地
で
あ
る
と
明
ら

か
に
さ
れ
た
（
増
子
・
三
島
二
〇
〇
三
ほ
か
）。
そ
し
て
、
三
重
県
下
と
同
様

の
こ
と
が
九
州
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、『
角

川
地
名
大
辞
典
』な
ど
を
中
心
に
九
州
各
県
の
事
例
を
検
索
し
た
結
果
、「
火
打
」

「
火
打
石
」
な
ど
の
「
火
打
～
」
十
ヶ
所
近
く
を
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
民

俗
誌
の
一
部
に
火
打
石
の
こ
と
を
角
石
と
呼
ん
だ
も
の
が
あ
り
、「
角
石
」
の

つ
く
地
名
が
火
打
石
産
地
な
ど
を
示
す
可
能
性
を
考
慮
し
て
集
成
し
た
結
果
、

二
十
ヶ
所
近
く
を
確
認
で
き
た
。

現
在
ま
で
に
現
地
を
訪
問
で
き
た
例
の
一
つ
に
、
宮
崎
県
延
岡
市
の
火
打
崎

が
あ
る
。『
角
川
地
名
大
辞
典
』
で
は
名
の
由
来
は
わ
か
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

火
打
崎
は
、
海
に
突
き
出
た
絶
壁
状
の
岬
で
あ
り
、
火
打
崎
南
側
の
浜
に
降
り

て
み
た
。
浜
に
は
石
英
が
層
状
に
入
る
千
枚
岩
の
巨
礫
が
点
在
し
、
そ
の
周
辺

で
は
転
磨
さ
れ
た
石
英
の
小
礫
が
容
易
に
採
集
で
き
た
。
火
打
崎
と
い
う
地
名

と
火
打
石
と
を
積
極
的
に
関
連
付
け
て
評
価
す
れ
ば
、
こ
の
石
英
礫
は
火
打
石

材
で
あ
り
、「
火
打
崎
」
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
古
文
献
や
地
名
等
よ
り
火
打
石
産
地
を
探
る
作
業
を
と
お
し
て
、
た

い
へ
ん
興
味
深
い
事
実
に
気
付
い
た
（
第
五
図
）。
産
地
や
関
連
地
名
は
、
ど

う
い
っ
た
場
所
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
九
州
に
お
け

る
火
打
石
産
地
や
「
火
打
～
」「
角
石
」
地
名
の
分
布
は
、
金
鉱
床
あ
る
い
は

中
央
構
造
線
に
そ
の
多
く
が
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
既
知
の
火
打

石
産
地
と
有
機
的
関
連
の
あ
る
例
と
し
て
、
火
打
石
を
出
品
し
た
鹿
児
島
県
串

木
野
市
荒
川
村
と
串
木
野
金
山
、
串
木
野
金
山
そ
ば
に
あ
る
「
角
石
」
地
名
が

挙
げ
ら
れ
る
。
長
崎
県
内
の
事
例
で
確
認
し
て
み
る
と
、
西
彼
町
「
火
打
」
の

海
岸
部
に
は
大
串
金
山
を
は
じ
め
、佐
世
保
市
「
火
打
谷
」・
長
崎
市
「
火
生
石
」

付
近
に
も
金
鉱
床
が
存
在
す
る
。
大
串
金
山
な
ど
は
石
英
中
に
金
が
含
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
火
打
石
候
補
の
一
つ
と
し
て
石
英
も
浮
上
し
て
く
る
。
こ
の
興
味

深
い
重
な
り
の
背
景
と
し
て
、
金
鉱
床
や
中
央
構
造
線
に
は
、
火
打
石
に
適
し

た
玉
髄
・
石
英
・
チ
ャ
ー
ト
な
ど
が
伴
う
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
今

後
、
現
地
確
認
と
周
辺
遺
跡
出
土
品
へ
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
火
打
石
の
登
場

都
市
周
辺
で
は
、
中
世
か
ら
近
世
前
半
ま
で
地
元
産
各
種
石
材
が
火
打
石
に

用
い
ら
れ
、
近
世
後
半
前
後
か
ら
、
遠
隔
地
あ
る
い
は
近
傍
の
「
良
質
石
材
」

が
主
流
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
良
質
石
材
の
中
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
火
打
石
と
呼

ぶ
べ
き
も
の
も
存
在
す
る
。
こ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
中
世
的
物
資
調
達
か
ら

近
世
的
流
通
へ
の
転
換
と
の
位
置
づ
け
も
あ
る
（
北
野
一
九
九
九
）。

大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石
は
、
そ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
火
打
石
の
一
つ

で
あ
り
、
火
打
石
と
し
て
優
れ
て
い
た
と
江
戸
時
代
の
文
献
等
に
書
か
れ
て
い

る
（
大
西
二
〇
〇
九
・
船
築
二
〇
一
〇
ほ
か
）。
そ
れ
は
、
現
在
の
徳
島
県
阿

南
市
に
産
出
し
、
民
俗
学
的
調
査
に
よ
り
、
火
打
石
の
採
掘
地
点
や
那
賀
川
を

使
っ
て
運
び
出
さ
れ
る
ま
で
の
作
業
の
流
れ
、
採
掘
用
具
や
そ
の
呼
び
名
等
に

つ
い
て
記
録
さ
れ
て
い
る
（
森
本
一
九
九
二
ほ
か
）。
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大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石
の
出
土
遺
跡
は
、
西
日
本
の
各
地
で
知
ら
れ

て
い
る
。
大
田
井
の
膝
元
で
あ
る
徳
島
城
下
町
を
は
じ
め
、
徳
島
か
ら
海
峡
を

挟
ん
だ
明
石
城
下
、
大
阪
城
下
（
船
築
二
〇
〇
六
・
二
〇
一
〇
）、
和
歌
山
、
そ

し
て
京
都
（
北
野
二
〇
〇
〇
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
江
戸
の
渋
谷
に
あ

る
北
青
山
遺
跡
で
も
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石
の
出
土
が
知
ら
れ（
小
林
・

松
崎
二
〇
〇
一
）、
北
青
山
遺
跡
が
山
城
国
淀
藩
稲
葉
家
の
下
屋
敷
に
相
当
す

る
点
か
ら
は
、
本
国
よ
り
遠
く
江
戸
ま
で
持
ち
込
ま
れ
た
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト

製
火
打
石
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、た
い
へ
ん
興
味
深
い
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

九
州
に
お
い
て
も
、
こ
こ
数
年
の
間
に
、
長
崎
県
の
長
崎
奉
行
所
跡
・
岩
原
目

付
屋
敷
跡
（
船
築
二
〇
一
〇
）
や
宮
崎
県
内
例
の
よ
う
に
、
報
告
例
が
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
分
布
を
見
る
と
、
発
掘
品
で
は
鹿
児
島
大
学
構
内
遺
跡

（
鹿
児
島
市
）
が
、
民
俗
資
料
で
は
薩
摩
硫
黄
島
（
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵

品
）
が
南
限
で
あ
る
。
宮
崎
県
内
で
の
出
土
例
は
数
多
く
、
海
舞
寺
遺
跡
・
鳴

川
引
地
（
延
岡
市
北
浦
町
）、
板
平
遺
跡
・
岡
遺
跡
（
日
向
市
）、
新
富
町
内
の

採
集
品
、
野
首
第
一
遺
跡
（
高
鍋
町
）、
宮
ノ
東
遺
跡
（
西
都
市
）、
中
別
府
遺

跡
・
学
頭
遺
跡
、（
宮
崎
市
）、
八
幡
遺
跡
（
都
城
市
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
（
藤

木
二
〇
一
二
、
第
六
・
七
図
）。

こ
れ
ら
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
古
い
と
こ
ろ

で
は
、
長
崎
奉
行
所
跡
・
岩
原
目
付
屋
敷
跡
や
小
倉
城
下
町
の
い
く
つ
か
の
遺

跡
に
お
い
て
、
遅
く
と
も
十
八
世
紀
初
頭
以
降
に
登
場
す
る
。
久
留
米
城
下
町

の
両
替
町
遺
跡
で
は
、
十
八
世
紀
半
ば
か
ら
幕
末
な
ら
び
に
十
九
世
紀
後
半
代

以
降
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
在
地
産
の
火
打
石
石
材
が
使
わ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
へ
、
新
た
に
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石
が
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
久
留
米
城
下
町
で
は
星
野
村
産
メ
ノ
ウ
質
石
英
、
そ
し
て
長
崎
奉
行

所
跡
・
岩
原
目
付
屋
敷
跡
で
は
浦
上
一
帯
の
「
平
敷
あ
る
い
は
平
宿
」
の
東
で

採
取
さ
れ
た
鉄
石
英
と
い
う
よ
う
に
、
各
都
市
で
消
費
さ
れ
た
火
打
石
石
材
の

大
半
は
、
そ
れ
ぞ
れ
近
傍
に
産
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
大
田
井
産
チ
ャ
ー

ト
製
火
打
石
が
新
た
に
加
わ
る
格
好
で
あ
る
。
こ
の
、
中
世
以
来
の
在
地
調

第６図　大田井産チャート製火打石の出土遺跡の分布（藤木 2012 より一部改変）

1. 博多 ( 福岡市 )、2. 両替町 ( 久留米市 )、3. 櫛原侍屋敷 ( 久留米市 )、4. 八幡溜 ( 唐
津市 )、5. 伊万里西（伊万里市）、6. 平尾北（伊万里市）、7. 坊田 B、8. 野田 A、
9. 長崎奉行所跡・岩原目付屋敷跡 ( 長崎市 )、10. 海舞寺 ( 延岡市 )、11. 鳴川
引地 ( 延岡市 )、12. 板平 ( 日向市 )、13. 野首第１( 高鍋町 )、14. 宮ノ東 ( 西都市 )、
15. 中別府 ( 宮崎市 )、16. 学頭 ( 宮崎市 )、17. 八幡 ( 都城市 )、18. 鹿児島大学
構内 ( 鹿児島市 )、19. 美濃ヶ浜 ( 山口市 )
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達
型
の
物
資
流
通
か
ら
、
近
世
的
な
広
域
流
通
品
の
利
用
へ
の
転
換
（
北
野

一
九
九
九
）
と
も
言
い
う
る
現
象
の
背
景
に
は
、
阿
波
藩
の
動
向
が
密
接
に
関

係
し
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
時
代
文
献
『
阿
州
記
事
雑
話
』『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

等
を
検
討
し
た
船
築
紀
子
氏
に
よ
れ
ば
、
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石
の
市

場
評
価
の
高
ま
り
と
販
売
量
の
増
加
を
受
け
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
に
は
、
阿

波
藩
の
藩
政
改
革
の
一
環
と
し
て
そ
の
採
掘
・
流
通
・
販
売
に
藩
の
管
理
が
強

化
さ
れ
、
阿
波
藩
の
管
理
下
で
大
坂
の
商
人
（
沢
屋
徳
兵
衛
）
が
火
打
石
流
通

の
委
託
販
売
を
担
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
十
九
世
紀
の
初
頭

に
は
、
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石
は
、
京
都
・
大
阪
の
ほ
か
近
国
、
西
国

に
出
荷
さ
れ
、
高
値
で
取
引
さ
れ
て
お
り
、
品
質
の
上
で
も
高
評
価
を
得
て
い

た
と
い
う
（
船
築
二
〇
一
〇
）。
こ
の
結
果
、
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
よ

う
に
、
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石
が
広
域
に
わ
た
っ
て
出
土
す
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
宮
崎
県
内
で
出
土
す
る
江
戸
時
代
の
火
打
石
の
材
質
を
見
る
と
、
大

田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
の
も
の
以
外
に
、
乳
白
色
あ
る
い
は
白
色
半
透
明
の
玉
髄

製
火
打
石
が
よ
く
目
に
付
く
。
そ
れ
は
、
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石
と
同

じ
く
、
近
世
の
宮
崎
で
流
行
し
た
ブ
ラ
ン
ド
火
打
石
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

主
に
、
鹿
児
島
県
内
や
宮
崎
県
中
部
・
南
部
で
出
土
し
て
い
る
。
産
地
に
つ
い

て
は
、
地
質
環
境
か
ら
見
て
鹿
児
島
県
内
に
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳

細
は
、
現
在
も
調
査
中
で
あ
る
。

　
火
打
石
式
銃
と
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
の
は
な
し

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
話
題
に
し
て
き
た
火
打
石
と
は
趣
を
や
や
異
に
す
る

が
、
銃
の
点
火
装
置
と
し
て
用
い
ら
れ
た
火
打
石
、
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
に
つ
い
て

紹
介
し
よ
う
。

ガ
ン
フ
リ
ン
ト
と
は
、
火
打
石
式
銃
（
燧
石
式
銃
・
フ
リ
ン
ト
式
銃
と
も
言

う
）
の
点
火
装
置
を
構
成
す
る
フ
リ
ン
ト
製
石
器
で
あ
る
。
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
を

第７図　九州各地で出土した大田井産チャート製火打石（藤木 2012 より）
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用
い
た
火
打
石
式
銃
は
、
十
六
世
紀
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
火
器
の
主
力

と
な
り
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
ン
産
の
輸
出
網
は
、
中
国
や
南
米

ま
で
広
が
っ
て
い
た
（
西
秋
二
〇
〇
六
）。
火
打
石
式
銃
の
点
火
の
仕
掛
け
は
、

ま
ず
、
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
を
く
わ
え
た
鶏
頭
を
後
方
へ
持
ち
上
げ
、
次
に
引
き
金

を
引
く
と
鶏
頭
が
振
り
下
ろ
さ
れ
、
当
て
金
と
火
打
石
が
激
突
し
て
火
花
が
生

じ
る
。
火
皿
に
お
ち
た
火
花
は
、
火
薬
に
着
火
し
、
弾
が
発
射
さ
れ
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
（
西
秋
一
九
九
二
・
学
研
二
〇
〇
五
ほ
か
、
第
八
図
）。
ガ
ン
フ

リ
ン
ト
の
歴
史
は
、武
器
の
発
達
や
軍
事
史
と
密
に
関
連
し
つ
つ
、（
く
さ
び
型
）

自
家
製
期
（
一
五
七
五
～
一
六
六
〇
年
）、く
さ
び
型
大
量
生
産
期
（
一
六
六
〇

～
一
七
八
五
年
）、
台
型
大
量
生
産
期
（
一
七
八
五
年
～
現
代
）
と
変
遷
し
、

台
型
大
量
生
産
期
に
は
、
先
端
の
尖
っ
た
ハ
ン
マ
ー
で
得
た
石
刃
を
分
割
し
側

面
観
が
台
形
に
な
る
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
を
生
産
し
て
い
た
（
西
秋
一
九
九
二
、
第

九
図
）。
な
お
、ガ
ン
フ
リ
ン
ト
は
、一
個
で
約
二
十
回
点
火
で
き
る
と
い
う（
ダ

イ
ヤ
グ
ラ
ム
・
グ
ル
ー
プ
一
九
八
二
）。

そ
の
よ
う
な
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
に
つ
い
て
、
日
本
列
島
周
辺
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
二
箇
所
で
出
土
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、千
島
列
島
の
例
で
あ
り（
西

秋
二
〇
〇
六
）、
も
う
一
つ
は
、
岩
原
目
付
屋
敷
跡
（
長
崎
奉
行
所
）
の
例
（
藤

木
二
〇
〇
七
）
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
日
本
列
島
の
端
に
位
置
す
る
こ
と
は
、

そ
の
性
格
付
け
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
的
で
あ
る
。
前
者
は
、
鳥
居
龍
蔵
に
よ

り
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
、
ロ
シ
ア
軍
が
北
回
り
で
持
ち
込
ん
だ
も
の
と
見
ら
れ

る
（
西
秋
二
〇
〇
六
）。
こ
れ
に
関
連
し
、
同
じ
く
鳥
居
龍
蔵
収
集
資
料
の
う

ち
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
に
は
、
堪
察
加
商
工
業
会
社
か
ら
の

購
買
品
と
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
（
高
島
一
九
九
三
）。

長
崎
と
火
打
石
式
銃
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
関
連
研
究
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
参
照
し
つ
つ
、
岩
原
目
付
屋
敷
跡
で
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
が
出
土
し
た
背

景
に
迫
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
七
年
）
以
後
、
海
防
意
識
等
の
高

ま
り
の
中
で
、
佐
賀
藩
の
砲
術
家
高
島
秋
帆
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
製
の
燧
石
式

ゲ
ベ
ー
ル
銃
・
ヤ
ゲ
ー
ル
銃
・
ピ
ス
ト
ル
等
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
た
と
い
う
（
所

一
九
八
七
）。
高
島
の
西
洋
軍
事
学
研
究
は
、
実
物
を
入
手
し
て
実
演
し
た
と

さ
れ
、
高
島
が
輸
入
を
企
て
た
西
洋
武
器
の
種
類
と
数
量
に
つ
い
て
は
、
脇
荷

に
よ
る
注
文
書
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
有
馬
一
九
五
八
）。
有
馬
に
よ
れ
ば
、

こ
の
注
文
書
は
、
翌
年
オ
ラ
ン
ダ
人
が
日
本
に
持
っ
て
く
る
品
を
前
年
の
う
ち

第８図　火打石式銃とその発火構造・ガンフリント
　　　　（各文献より作成した藤木 2007 より）
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に
注
文
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
か
ら
、
高
島
ら
が
西
洋
最
新
の
火
器
と

そ
の
付
属
品
・
製
造
器
具
、
そ
れ
に
関
す
る
蘭
書
類
を
求
め
た
と
わ
か
る
と
い

う
。
有
馬
の
研
究
に
沿
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
へ
の
注
文
書
か
ら
ガ
ン
フ
リ
ン
ト

関
連
の
も
の
を
拾
っ
て
ゆ
く
と
、
数
多
く
の
火
打
石
式
銃
と
と
も
に
次
の
①
の

よ
う
な
興
味
深
い
物
品
が
取
り
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
高
島
は
②
に
示

し
た
よ
う
に
輸
入
品
を
各
藩
に
転
売
し
て
利
益
を
あ
げ
て
い
た
。

①
天
保
六
年（
一
八
三
五
年
）に
対
す
る
注
文
書（
ヘ
ー
グ
文
書
番
号
一
九
一
）

「
代　
　
　

官　
　

高
木
作
左
衛
門
様　

燧
石　

千
個
」

「
同
（
町
年
寄
）　

高
島
八
郎
兵
衛
様　

燧
石　

五
百
個
」

「
同
（
町
年
寄
）　

高
島
四
郎
大
夫
様　

燧
石
を
切
る
鋼
鉄
の
器
具　

一
個
」

②
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
年
）
に
高
島
四
郎
大
夫
よ
り
転
売
さ
れ
た
も
の

佐
賀
藩
へ　
　
　
　
「
火
打
石
三
百
」

江
川
太
郎
左
衛
門
へ
「
火
打
石
五
百
」

肥
後
藩
へ　
　
　
　
「
火
打
筒
火
打
石
百
斗
」

薩
摩
藩
へ　
　
　
　
「
火
打
石
銃
百
挺
」

燧
石
／
火
打
石
五
〇
〇
・
一
〇
〇
〇
個
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
。
た
と
え
ば
、
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
と
し
て
完
成
さ
れ
た
状
態
、
折
り
取

る
前
の
石
刃
の
状
態
、
は
た
ま
た
原
石
の
ま
ま
で
あ
っ
た
か
、
判
断
が
難
し
い
。

ま
た
、
火
打
石
の
産
地
も
、
オ
ラ
ン
ダ
の
み
で
な
く
各
地
の
も
の
が
含
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
火
打
石
式
銃
本
体
に
は
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
が

す
で
に
装
着
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
日
本
に
大
量
の
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
が

も
た
ら
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
経
緯
の
中
で
、
岩
原
目

付
屋
敷
跡
の
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
の
存
在
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
火
打
石
式
銃
は
そ
の
後
、
早
い
段
階
で
雷
管
式
点
火
法
に
よ
る
銃
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
（
所
一
九
八
七
）。
所
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
久
米
通

賢
や
一
部
の
国
友
鍛
冶
に
よ
っ
て
、
日
本
式
の
火
打
石
点
火
機
を
使
用
し
た
和

銃
が
作
ら
れ
た
が
、
嘉
永
以
後
の
佐
賀
藩
を
は
じ
め
西
国
雄
藩
で
は
、
和
銃
の

伝
統
を
離
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
火
打
石
式
銃
の
倣
製
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

第９図　ガンフリントの生産用具と方法（西秋 2006 より作成した藤木 2007 より）
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た
。
特
に
佐
賀
藩
で
は
、
一
八
四
八
年
（
嘉
永
元
）
に
火
縄
銃
を
廃
し
て
こ
と

ご
と
く
火
打
石
式
銃
に
か
え
る
よ
う
に
十
年
計
画
を
発
足
さ
せ
た
。
①
に
あ
る

高
島
四
郎
大
夫
の
入
手
し
た
「
燧
石
を
切
る
鋼
鉄
の
器
具
」
等
は
、
ガ
ン
フ
リ

ン
ト
の
生
産
を
日
本
で
も
試
み
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

い
く
ば
く
も
な
く
雷
管
式
点
火
法
が
紹
介
さ
れ
る
と
同
時
に
計
画
が
変
更
さ

れ
、
既
存
の
火
打
石
式
銃
は
す
べ
て
雷
管
式
に
改
造
さ
れ
た
。
今
日
で
は
、
江

戸
時
代
に
製
作
ま
た
は
輸
入
さ
れ
た
火
打
石
式
銃
を
み
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
と

い
う
。
火
打
石
式
銃
は
、
日
本
に
あ
っ
て
は
短
命
で
あ
っ
た
の
だ
。

岩
原
目
付
屋
敷
跡
か
ら
出
土
し
た
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
は
、
日
本
に
お
い
て
は
息

の
短
か
っ
た
火
打
石
式
銃
の
運
命
と
と
も
に
長
崎
の
地
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
と
い
う
出
土
品
は
、
他
の
舶
来
品
と
と
も
に
外
国
に
開
か

れ
て
い
た
長
崎
な
ら
で
は
の
逸
品
と
言
え
よ
う
。

描
か
れ
た
火
打
石
　
～
左
手
な
の
か
右
手
な
の
か
～

火
打
石
に
よ
る
火
起
こ
し
は
、
実
際
に
ど
う
い
っ
た
身
振
り
で
行
な
わ
れ
た

の
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
近
世
以
降
の
浮
世
絵
や
錦
絵
に
描
か
れ
た
火
打

石
を
検
討
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
管
見
で
は
次
の
よ
う
な
左
手
・
右
手
の
使

い
分
け
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
、火
打
石
を
左
手
に
、火
打
金
を
右
手
に
持
つ
の
は
、「
江
の
嶋
も
う
で
」

（
二
代
豊
国
、
第
十
図
）・「
絵
本
和
歌
浦
」（
高
木
貞
武
・
一
七
三
四
年
）・「
賢

勇
婦
女
鏡　

大
井
子
」（
歌
川
国
芳
・
一
八
四
三
年
頃
）
ほ
か
五
件
あ
り
、
そ

の
大
半
が
煙
管
や
行
灯
用
の
火
種
を
取
る
場
面
で
あ
っ
た
。「
賢
勇
婦
女
鏡　

大
井
子
」
の
よ
う
に
、
火
打
石
の
上
に
黒
い
物
が
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

れ
は
火
花
を
落
と
す
火
口
な
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
火
打
石
の
上
に
指
で

押
さ
え
持
っ
た
火
口
に
火
種
を
載
せ
る
と
い
う
動
き
で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
て
、

火
打
石
を
右
手
に
、
火
打
金
を
左
手
に
持
つ
の
は
、『
正
本
製
』（
柳
亭
種
彦
・

歌
川
国
貞
・
一
八
一
五
～
一
八
三
一
年
）・「
新
柳
二
十
四
時　

午
後
九
時
」（
月

第 10 図　二代豊国の江の嶋もうで
　　　　  （国立国会図書館所蔵）

第 11 図　新柳二十四時 午後九時
　　　　  （国立国会図書館所蔵）
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岡
芳
年
・
一
八
八
〇
年
、
第
十
一
図
）
ほ
か
四
件
あ
り
、
切
り
火
か
、
火
打
箱

に
入
れ
た
火
口
へ
の
火
種
落
と
し
の
場
面
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
右
手
に
火
打
石

を
持
つ
場
合
、
絵
を
見
る
か
ぎ
り
、
左
手
に
持
っ
た
火
打
金
に
対
し
、
火
打
石

を
持
っ
た
右
手
を
振
り
下
ろ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
打
っ
て
出

た
火
花
を
そ
の
ま
ま
下
方
に
落
と
す
よ
う
な
動
き
で
あ
る
。

ま
と
め
る
と
、
火
打
石
に
よ
る
火
起
こ
し
は
、
そ
の
目
的
に
よ
り
、
右
手
・

左
手
を
明
確
に
持
ち
替
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
火
打
石
を
左
手

に
、
火
打
金
を
右
手
に
持
つ
の
は
、
煙
管
や
行
灯
用
の
火
種
を
取
る
場
合
で
あ

り
、
火
打
石
の
上
に
指
で
押
さ
え
持
っ
た
火
口
に
火
種
を
載
せ
る
と
い
う
動
き

で
あ
る
。
火
打
石
を
右
手
に
、
火
打
金
を
左
手
に
持
つ
の
は
、
切
り
火
を
打
つ

時
や
下
方
に
火
種
を
落
と
す
場
合
で
あ
り
、
左
手
に
持
っ
た
火
打
金
に
対
し
、

火
打
石
を
持
っ
た
右
手
を
振
り
下
ろ
す
動
き
で
あ
る
。

さ
て
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
に
よ
り
、
十
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
、
日
本
で

の
火
打
石
の
持
ち
手
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
で
あ
り
、
宣
教
師
で
あ
る
。
戦
国
時
代

の
日
本
で
宣
教
し
、
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
ら
と
会
見
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
フ
ロ
イ
ス
が
一
五
四
九
年
か
ら
一
五
九
三
年
に
か
け
て
日
本
で
見
聞
し
た

も
の
を
記
録
し
た
の
が
『
日
本
史
（H
istoria de Iapam

）』
で
あ
り
、
そ
の

中
に
「
わ
れ
わ
れ
は
左
手
に
火
打
石
を
持
ち
、
右
手
を
使
っ
て
火
を
打
つ
。
彼

ら
は
右
手
に
火
打
石
を
も
ち
左
手
で
打
つ
。」
と
記
載
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も

浮
世
絵
等
に
描
か
れ
た
火
打
石
の
使
い
方
は
、
フ
ロ
イ
ス
の
そ
れ
と
同
じ
、「
左

手
に
火
打
石
を
持
ち
、
右
手
を
使
っ
て
火
を
打
つ
」
で
あ
る
。
一
方
で
、「
右

手
に
火
打
石
を
も
ち
左
手
で
打
つ
」
と
い
う
状
況
は
浮
世
絵
等
に
は
出
て
こ
な

い
。
は
て
、
フ
ロ
イ
ス
の
感
じ
た
違
和
感
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
単
に
、
左

利
き
の
人
が
「
左
手
で
打
つ
」
場
面
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
、謎
は
尽
き
な
い
。

か
ち
か
ち
山
に
描
か
れ
た
火
打
石

火
打
石
を
左
手
で
持
つ
の
か
右
手
な
の
か
、
や
は
り
火
打
石
を
使
っ
て
火
を

起
こ
す
様
子
を
描
い
た
も
の
と
し
て
、
絵
本
の
一
つ
、
か
ち
か
ち
山
も
十
分
に

検
討
資
料
と
な
り
う
る
。
タ
ヌ
キ
が
背
負
っ
た
薪
に
、
ウ
サ
ギ
が
火
を
付
け
る

と
い
う
場
面
で
あ
る
。

か
ち
か
ち
山
は
、
江
戸
時
代
の
赤
本
・
豆
本
等
に
は
じ
ま
り
、
今
日
ま
で
に

百
二
十
冊
以
上
が
世
に
出
さ
れ
て
い
る
（
沼
賀
二
〇
〇
一
）。
こ
の
う
ち
、
火

打
石
と
火
打
金
が
忠
実
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
と
く
に
江
戸
時
代
か
ら
昭
和

十
年
代
ま
で
で
あ
る
。
中
で
も
『
赤
本　

兎
大
手
柄
』（
江
戸
時
代
・
詳
細
年

代
不
詳
）
に
は
握
り
手
に
「
本
升
や
」、『
か
ち
か
ち
や
ま
』（
一
八
八
七
年　

沢
久
次
郎
）
で
は
「
吉
井
」
と
描
か
れ
た
も
の
も
あ
る
（
第
十
二
図
）。「
本
升

や
」「
吉
井
」
に
つ
い
て
は
、
民
具
や
現
在
の
販
売
品
に
も
同
様
の
焼
付
け
が

み
ら
れ
る
と
お
り
、
火
打
金
販
売
等
を
担
っ
た
商
家
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
非
常
に
忠
実
な
描
写
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
火
打
石
を
左
手

で
持
つ
の
か
右
手
な
の
か
に
つ
い
て
も
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か

ろ
う
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
タ
ヌ
キ
が
背
負
っ
た
薪
に
火
を
付
け
る
時
に
、
ウ
サ
ギ

は
、
右
手
に
火
打
石
を
、
左
手
に
火
打
金
を
持
つ
と
い
う
、
一
貫
し
て
共
通
し

た
身
振
り
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
浮
世
絵
等
の
場
合
、
切
り
火
か
、
火

打
箱
に
入
れ
た
火
口
へ
の
火
種
落
と
し
の
場
面
で
あ
り
、
打
っ
て
出
た
火
花
を

そ
の
ま
ま
下
方
に
落
と
す
よ
う
な
動
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ウ
サ
ギ
は
タ
ヌ
キ

の
背
中
の
薪
に
向
け
て
火
花
を
直
接
に
打
ち
落
と
す
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
が
、
火
打
金
が
そ
れ
で
な
く
な
っ
て
ゆ

く
現
象
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
火
打
金
と
火
打
石

を
打
ち
付
け
る
の
で
な
く
、
石
と
石
ど
う
し
を
打
ち
合
わ
せ
て
火
起
こ
し
を



― 41 ―

す
る
よ
う
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
石
と
石
ど
う
し
を
打
ち
合

わ
せ
て
火
起
こ
し
を
す
る
か
ち
か
ち
山
は
、
管
見
で
は
、
一
九
五
三
年
発
行

『
か
ち
か
ち
や
ま
』（
宮
脇
紀
雄
・
井
口
文
秀
、
集
英
社
）
が
古
い
例
と
な
る
。

一
九
五
三
年
当
時
、
ア
メ
リ
カ
等
の
絵
本
文
化
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
時
代

で
も
あ
り
、
絵
本
の
絵
そ
の
も
の
が
従
来
の
写
実
性
重
視
で
な
く
、
楽
し
さ
や

ス
ト
ー
リ
ー
を
補
助
す
る
も
の
へ
と
推
移
し
た
時
代
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
絵

本
の
絵
に
求
め
ら
れ
た
役
割
の
変
化
に
、
か
ち
か
ち
山
の
火
起
こ
し
が
石
ど
う

し
で
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
因
を
推
測
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
は
、
絵
本

の
絵
の
変
遷
の
中
で
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
石
ど
う
し
で
火
起

こ
し
す
る
と
い
う
絵
の
流
れ
は
、
そ
の
後
の
か
ち
か
ち
山
絵
本
の
趨
勢
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
て
現
在
に
至
る
。
ま
た
、
生
活
文
化
の
変
化
と
い
う
視
点
で
と

ら
え
る
と
、か
ち
か
ち
山
の
絵
に
つ
い
て「
日
常
生
活
の
中
か
ら
火
打
石
を
使
っ

た
火
起
こ
し
が
忘
れ
ら
れ
て
ゆ
く
中
で
」
石
と
石
を
打
ち
付
け
る
と
い
う
火
起

こ
し
へ
と
、
描
か
れ
方
が
変
化
し
た
可
能
性
も
十
分
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
九
八
六
年
発
行
の
『
か
ち
か
ち
や
ま
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
知
育
絵
本　

再
販

　

松
原
達
哉
）
は
、
石
ど
う
し
で
火
起
こ
し
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
が
、
注
釈

と
し
て
「〈
お
う
ち
の
方
へ
〉
火
打
ち
石
の
お
話
か
ら
始
め
て
、
大
昔
の
人
が

ど
の
よ
う
に
火
を
起
こ
し
て
い
た
か
、
ま
た
、
今
は
ど
う
や
っ
て
火
を
起
こ
す

か
、
お
話
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
創
造
性
・
推
理
・
思
考
な
ど
の
能
力
を
育
て

ま
す
。」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
火
打
石
を
用
い
た

火
起
こ
し
の
方
法
と
し
て
は
適
切
と
は
言
え
な
い
。

火
起
こ
し
の
歴
史
に
つ
い
て
、
絵
本
を
通
し
て
親
か
ら
子
へ
伝
え
て
ゆ
こ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
石
ど
う
し
で
な
く
、
火
打
金
と
火
打
石
で
火
起

こ
し
を
す
る
と
い
う
「
正
し
い
」
絵
と
解
説
で
も
っ
て
子
供
に
伝
え
て
欲
し
い
、

と
切
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第 12 図　『かちかちやま』（1887 年　沢久次郎、国立国会図書館所蔵）
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今
に
生
き
る
火
打
石

現
在
の
日
本
に
お
け
る
普
段
生

活
の
中
で
、
火
打
石
を
見
か
け
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
マ
ッ
チ

が
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
火
打

石
は
火
起
こ
し
具
と
し
て
の
千
年

以
上
の
長
き
に
わ
た
る
役
割
を
終

え
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

宮
崎
に
は
、
火
打
石
・
火
打
金

の
民
俗
資
料
と
し
て
、
東
米
良
狩

猟
用
具
（
西
都
市
歴
史
民
俗
資
料

館
所
蔵)
・
西
米
良
の
焼
畑
農
耕

用
具
（
西
米
良
村
歴
史
民
俗
資
料

館
所
蔵
）・
日
向
の
山
村
生
産
用

具
（
宮
崎
県
総
合
博
物
館
所
蔵
）

の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
（
い
ず

れ
も
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
）。
こ
の
う
ち
、
椎
葉
村
不
土

野
の
火
打
金
・
火
打
石
は
、
明
治

四
〇
年
頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
と

い
う
（
泉
一
九
八
〇
、第
十
三
図
）。

火
打
金
は
、
鋼
鉄
製
で
低
三
角
形
、

大
抵
は
土
地
の
鍛
冶
屋
に
よ
っ
て

製
作
さ
れ
た
。
火
打
石
は
、
石
英

の
一
種
を
用
い
て
お
り
、
灰
白
色
・

褐
色
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。
椎
葉
で
は
白
い
石
を
コ
メ
イ
シ
、
赤
褐
色
の
石
を

カ
ド
イ
シ
と
呼
ん
で
い
た
。
火
打
ち
具
の
不
使
用
時
は
、
木
を
刳
っ
て
製
作
さ

れ
た
蓋
付
の
火
打
ち
箱
や
固
く
栓
を
し
た
竹
筒
に
入
れ
て
保
管
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
携
帯
用
の
も
の
は
ス
ゲ
製
の
小
さ
い
ヒ
ウ
チ
ヤ
マ
テ
ゴ
を
用
い
た
と
い

う
。
こ
れ
ら
は
、
山
村
に
お
け
る
生
活
の
中
で
使
わ
れ
た
、
最
後
の
火
打
石
・

火
打
金
の
一
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

全
国
的
に
は
、
明
治
十
三
年
の
『
日
本
産
物
誌
』
に
「
マ
ッ
チ
ヲ
用
イ
ル
ヲ

以
テ
、
大
ニ
燧
石
ノ
、
声
価
ヲ
減
ゼ
リ
」
と
あ
り
、『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』

で
は
明
治
十
四
年
分
を
最
後
に
、
火
打
石
の
項
目
が
消
え
て
し
ま
う
（
大
西

一
九
九
七
）。
こ
こ
に
マ
ッ
チ
主
流
の
時
代
が
到
来
し
、
火
打
石
・
火
打
金
に

よ
る
発
火
方
法
、そ
れ
を
使
う
生
活
文
化
は
大
き
く
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
終
に
は
、
マ
ッ
チ
も
ま
た
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
普
及
に
よ
っ

て
利
用
減
と
な
り
、
現
代
へ
つ
な
が
る
。

現
在
、
火
打
金
・
火
打
石
は
、
仏
具
屋
や
刃
物
工
具
店
な
ど
で
市
販
さ
れ
て

い
る
。厄
除
け
や
縁
起
担
ぎ
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
切
り
火
を
打
つ
た
め
で
あ
る
。

か
つ
て
の
火
起
こ
し
目
的
と
は
異
な
る
も
の
の
、
今
な
お
続
く
、
火
打
金
・
火

打
石
を
用
い
た
発
火
で
あ
る
。

【
主
な
参
考
文
献
】

有
馬
成
甫　

一
九
五
八
『
高
島
秋
帆
』
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館

泉　

房
子　

一
九
八
〇
「
火
打
ち
金
」『
民
具
再
見
』
鉱
脈
社

伊
東
隆
夫
・
山
田
昌
久
編　

二
〇
一
二『
木
の
考
古
学
―
出
土
木
製
品
用
材
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
―
』
海
青
社

大
西
雅
広　

一
九
九
七
「
上
州
吉
井
の
火
打
金
と
火
打
石
」『
月
刊
考
古
学

ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
月
臨
時
増
刊
号
』
№
四
一
七
、
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社

大
西
雅
広　

二
〇
〇
〇
「
民
具
資
料
か
ら
み
た
吉
井
火
打
ち
金
」『
群
馬
考
古

学
手
帳
一
〇
』
群
馬
土
器
観
会

第 13 図　椎葉村不土野の火打金と火打石（藤木 2004 より）
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大
西
雅
広　

二
〇
〇
九
「
火
打
関
係
資
料
拾
遺
」『
研
究
紀
要
』
二
七
、（
財
）

群
馬
県
埋
蔵
文
化
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調
査
事
業
団

大
屋
道
則　

二
〇
〇
七
「
火
打
石
小
考
」『
研
究
紀
要
』
第
二
二
号
、
財
団
法

人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
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団

小
川
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司　

一
九
九
六
「
火
打
石
の
提
起
す
る
諸
問
題
」『
土
筆
』
四

加
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晋
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二
〇
〇
二
「
北
京
原
人
に
よ
る
火
の
使
用
に
つ
い
て
」『
伝
統
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創
造
の
人
文
科
学
』
國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
創
設
五
十
周
年
記

念
論
文
集

株
式
会
社
学
習
研
究
社
（
学
研
）　

二
〇
〇
五
『【
決
定
版
】
図
説
・
日
本
武
器

集
成
』
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ

上
峯
篤
史　

二
〇
〇
四
「
火
打
石
研
究
の
視
点
―
石
器
技
術
論
を
応
用
し
た
器

種
認
定
と
分
析
方
法
の
提
示
―
」『
第
二
回 

関
西
学
生
考
古
学
研
究
会
大

会 

発
表
資
料
集
』
関
西
学
生
考
古
学
研
究
会

北
九
州
市
立
自
然
史
博
物
館　

一
九
九
一
『
北
九
州
自
然
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
‐
地

学
編
‐
』

北
野
隆
亮　

一
九
九
二
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
火
花
式
発
火
具
‐
サ
ヌ
カ
イ
ト

製
火
打
石
の
認
識
と
そ
の
評
価
‐
」『
関
西
近
世
考
古
学
研
究
』
Ⅲ

北
野
隆
亮　

一
九
九
九
「
和
歌
山
平
野
に
お
け
る
火
打
石
の
流
通
」『
紀
伊
考

古
学
研
究
』
第
二
号

北
野
隆
亮　

二
〇
〇
〇
「
畿
内
と
そ
の
周
辺
地
域
に
於
け
る
火
打
石
の
流
通
‐

和
歌
山
平
野
及
び
奈
良
盆
地
出
土
資
料
の
分
析
か
ら
‐
」『
和
歌
山
地
方

史
研
究
』
第
三
八
号

黒
木
秀
一　

二
〇
一
〇
「
宮
崎
県
の
き
の
こ
方
言
と
民
俗
」『
宮
崎
県
文
化
講

座
研
究
紀
要
』
三
七
、
宮
崎
県
立
図
書
館

小
林　

克　

一
九
八
九
「
東
遺
跡
・
上
ノ
台
遺
跡
の
火
打
石
」『
東
・
上
ノ
台
・

道
合
久
保
前
』
川
口
氏
遺
跡
調
査
会
報
告
第
一
三
集

小
林　

克　

一
九
九
三「
江
戸
の
火
打
石
‐
出
土
資
料
の
分
析
か
ら
‐
」『
史
叢
』

第
五
〇
号
、
日
本
大
学
史
学
会

小
林　

克　

二
〇
〇
一「
火
打
石
／
火
打
金
」『
図
説　

江
戸
考
古
学
研
究
事
典
』

江
戸
遺
跡
研
究
会

小
林　

克
・
松
崎
亜
砂
子　

二
〇
〇
一
「
火
打
石
研
究
の
現
状
と
今
後-

近

世
遺
跡
出
土
の
火
打
石
か
ら
の
追
求-

」『
日
本
考
古
学
協
会
第
六
七
回

（
二
〇
〇
一
年
度
）
総
会　

研
究
発
表
要
旨
』、
日
本
考
古
学
協
会

財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団　

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館　

二
〇
〇
二

『
火
打
ち
道
具
の
製
作
』
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
調
査
報
告
書
第
一
四

集

白
鳥　

章　

二
〇
〇
五
「
千
葉
県
内
出
土
の
発
火
具
の
集
成
と
様
相
」『
千
葉

県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
二
四
、
財
団
法
人
千
葉
県
文
化
財
セ
ン

タ
ー

関　

義
則　

二
〇
〇
二「
埼
玉
県
内
出
土
の
火
打
金
」『
埼
玉
考
古
』第
三
七
号
、

埼
玉
考
古
学
会

ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
・
グ
ル
ー
プ
（
訳
：
田
島　

優
・
北
村
孝
一
）　

一
九
八
二
『
武

器
』
マ
ー
ル
社

田
賀
井
篤
平
編　

二
〇
〇
一
『
和
田
鉱
物
標
本
』
東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

十
一
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

高
嶋
幸
男　

一
九
八
五
『
火
の
道
具
』
柏
書
房

高
島
芳
弘　

一
九
九
三
「
東
京
大
学
総
合
研
究
資
料
館
所
蔵
の
鳥
居
龍
蔵
収
集

考
古
資
料
」『
徳
島
の
生
ん
だ
先
覚
者 

鳥
居
龍
蔵
の
見
た
ア
ジ
ア
』
徳
島

県
立
博
物
館

鶴
見
貞
雄　

一
九
九
九
「
火
打
具
を
考
え
る
‐
遺
跡
出
土
の
火
打
金
・
火
打
石

を
取
り
上
げ
て
‐
」『
茨
城
県
考
古
学
協
会
誌
』
第
十
一
号
、
茨
城
県
考

古
学
協
会

東
野
治
之　

二
〇
〇
七
『
遣
唐
使
』
岩
波
書
店 

所　

荘
吉　

一
九
八
七
『
図
解　

古
銃
事
典
』（
新
装
版
）、
雄
山
閣

鳥
越　

信 

編　

二
〇
〇
二
『
は
じ
め
て
学
ぶ
日
本
の
絵
本
史
Ⅲ 

戦
後
絵
本
の

歩
み
と
展
望
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
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中
村　

弘　

二
〇
〇
五
「
兵
庫
県
出
土
の
木
製
発
火
具
に
つ
い
て
」『
兵
庫
県

埋
蔵
文
化
財
研
究
紀
要
』
第
四
号

西
秋
良
宏　

一
九
九
二
「
英
国
の
ガ
ン
・
フ
リ
ン
ト
産
業
と
考
古
学
‐
ブ
ラ
ン

ド
ン
で
の
採
集
資
料
の
分
析
‐
」『
考
古
学
研
究
』
第
三
九
巻
三
号

西
秋
良
宏　

二
〇
〇
六
「
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
案
内
七
九　

ガ
ン
・
フ

リ
ン
ト
」『
文
部
科
学
教
育
通
信
』
№
一
三
九

沼
賀
美
奈
子　

二
〇
〇
一
「
江
戸
期
か
ら
現
代
ま
で
の
「
か
ち
か
ち
山
」
絵
本

の
変
遷
」『
研
究
論
文
集
Ⅴ
』
白
百
合
女
子
大
学
児
童
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

服
部
英
雄　

二
〇
〇
三
『
地
名
の
た
の
し
み　

歩
き
、
み
、
ふ
れ
る
歴
史
学
』

角
川
文
庫

秀
島
成
忠　

一
九
三
四
『
佐
賀
藩
銃
砲
沿
革
史
』
肥
前
史
談
会

林　

俊
夫　

一
九
九
四
「
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
火
打
金
‐
ウ
ラ
ル
以
東
‐
」『
日

本
と
世
界
の
考
古
学
』
岩
崎
卓
也
先
生
退
官
記
念
論
文
集

深
津　

正　

一
九
八
三
『
燈
用
植
物
』
も
の
と
人
間
の
文
化
史
五
〇
、
法
政
大

学
出
版
局

福
岡
県
高
等
学
校
地
学
部
会　

一
九
七
九
『
福
岡
県
の
地
学
ハ
イ
キ
ン
グ
』
博

洋
社

藤
木　

聡　

二
〇
〇
四
「
九
州
に
お
け
る
火
打
石
・
火
打
金
－
資
料
集
成
と
基

礎
的
な
整
理
－
」『
古
文
化
談
叢
』
第
五
一
集
、
九
州
古
文
化
研
究
会

藤
木　

聡　

二
〇
〇
七
「
長
崎
発
・
火
打
石
事
情
」『
西
海
考
古
』
第
七
号

藤
木　

聡　

二
〇
〇
九「SD
04

出
土
の
火
打
石
に
つ
い
て
」『
麦
野A

遺
跡
５
』

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
〇
五
四
集

藤
木　

聡　

二
〇
一
一a

「
最
古
の
火
打
石
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
古
文
化
談
叢
』

第
六
五
集
、
発
刊
三
十
五
周
年
・
小
田
先
生
喜
寿
記
年
号
（
三
）

藤
木　

聡　

二
〇
一
一b

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
と
火
の
関
係
史
解
明
に
向

け
て
～
台
湾
編
」『
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
宮
崎
県
立
西
都
原
考
古
博
物

館

藤
木　

聡　

二
〇
一
一c

「
縄
文
時
代
に
火
打
石
は
あ
る
の
か
」『
南
九
州
縄

文
通
信
』
第
二
一
号

藤
木　

聡　

二
〇
一
二
「
近
世
に
お
け
る
阿
波
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
製
火
打
石

の
流
通
」『
西
海
考
古
』
第
八
号
、
故
福
田
一
志
氏
追
悼
論
文
集
刊
行
事

務
局

藤
木　

聡　

二
〇
一
三
「
古
代
か
ら
近
世
に
お
け
る
豊
後
の
火
打
石
と
火
打
金

～
大
友
府
内
お
よ
び
府
内
城
・
府
内
城
下
町
を
中
心
に
～
」『
先
史
学
・

考
古
学
研
究
と
地
域
・
社
会
・
文
化
論
』、
高
橋
信
武
退
職
記
念
論
集
編

集
委
員
会

藤
木　

聡　

二
〇
一
四
「
久
留
米
城
下
町
・
小
倉
城
下
町
・
黒
崎
宿
の
火
打
石

と
そ
の
特
質
」『
先
史
学
・
考
古
学
論
究
Ⅵ
』
龍
田
考
古
会

船
築
紀
子　

二
〇
〇
六
「
大
阪
の
火
打
金
・
火
打
石
」『
大
阪
文
化
財
研
究
』

第
三
二
号
、（
財
）
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー

船
築
紀
子　

二
〇
一
〇
「
大
田
井
産
チ
ャ
ー
ト
の
流
通
と
大
阪
近
世
都
市
」『
財

団
法
人
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査
報
告
』
第
七
集

増
子　

誠
・
三
島
美
奈
子　

二
〇
〇
三
「
火
打
石
の
研
究
ノ
ー
ト
」『
美
濃
の

考
古
学
』
第
六
号
、
美
濃
の
考
古
学
刊
行
会

眞
野　

修　

一
九
九
八
「
土
佐
・
阿
波
の
火
打
道
具
調
査
メ
モ
」『
民
具
集
積
』

四
号
、
四
国
民
具
研
究
会

水
野
裕
之　

一
九
九
二
「
火
打
石
‐
名
古
屋
市
の
遺
跡
出
土
品
か
ら
‐
」『
関

西
近
世
考
古
学
研
究
』
Ⅲ

水
野
裕
之　

一
九
九
四「
戦
国
時
代
の
火
打
石
」『
名
古
屋
城
三
の
丸
遺
跡
第
４
・

５
次
発
掘
調
査
‐
遺
物
編
‐
』
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

水
野
裕
之　

二
〇
〇
一
「
名
古
屋
の
火
打
石
随
考
」『
名
古
屋
市
見
晴
台
考
古

資
料
館
研
究
紀
要
』
第
三
号

水
原
道
範　

一
九
九
三
「
山
方
・
小
物
成
方
格
帳
」『
久
留
米
市
史
』
第
八
巻
（
資

料
編
・
近
世
一
）、
久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会

宮
田
栄
二　

二
〇
〇
三
「
火
打
石
と
石
器
石
材
」『Stone Sources

』
№
二
、

石
器
原
産
地
研
究
会
、
巻
頭
言
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武
藤
直
治
・
大
庭
陸
太　

一
九
二
九
『
校
訂 

筑
後
地
誌
叢
書
』
筑
後
遺
籍
刊

行
会
（
文
献
出
版
よ
り
一
九
七
九
年
に
再
版
）

明
治
文
献
資
料
刊
行
会　

一
九
五
九
『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
第
一
集
』

明
治
文
献
資
料
刊
行
会　

一
九
六
六
『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
』
第
一
集

第
一
巻

明
治
文
献
資
料
刊
行
会　

一
九
七
三
『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料　

勧
業
博

覧
会
資
料
二
二
』

明
治
文
献
資
料
刊
行
会　

一
九
七
五
『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料　

勧
業
博

覧
会
資
料
一
八
四
』『
同　

一
六
三
』『
同　

一
七
一
』

森
本
嘉
訓　

一
九
九
二
「
大
田
井
の
火
打
石
採
掘
遺
跡
と
そ
の
用
具
お
よ
び
伝

承
」『
徳
島
民
具
研
究
』
第
四
号
、
徳
島
民
具
研
究
会

山
田
清
朝　

一
九
八
九
「
火
打
金
に
つ
い
て
」『
中
尾
城
跡
』
兵
庫
県
文
化
財

調
査
報
告
書
第
六
七
冊

山
田
仁
史　

二
〇
〇
六「
発
火
法
と
火
の
起
源
神
話
」『
東
北
宗
教
学
』第
二
号
、

東
北
大
学
宗
教
学
研
究
室 

吉
田
敦
彦　

二
〇
〇
五
「
火
の
起
源
」
大
林
太
良
ほ
か
編
『
世
界
神
話
事
典
』

角
川
書
店

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
（
岡
田
章
雄
訳
注
）　

二
〇
一
二
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と

日
本
文
化
』
岩
波
書
店

（
中
文
）

　

机　

二
〇
〇
八
『

代
物

文
化

料
　　

』(

增

本)

、
上
海
古
籍
出

版
社

汪　

宁
生　

二
〇
〇
八「
云
南
少
数
民
族
的
取
火
方
法
‐
兼
談
中
国
古
代
取
火
」

『
民
族
考
古
学
探
索
』
云
南
人
民
出
版
社

謝　

艾
倫　

二
〇
〇
九
『
宜
蘭
淇
武
蘭
遺
址
出
土
外
來
陶
瓷
器
之
相
關
研
究
』

胡　

家
瑜
・
崔　

伊
蘭
主
編　

一
九
九
八
『
臺
大
人
類
學
系
伊
能
藏
品
研
究
』

國
立
臺
灣
大
學
人
類
學
系
藏
品
資
料
彙
編
一
、
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心

（
英
文
）

D
ick Stapert, Lykke Johansen　

1999

「M
aking fire in the Stone 

Age: flint and pyrite

」『Antiquity

』D
ec.1999

Edw
ard Bidw

ell　

1912

『The H
istory of Fire-m

aking

』O
fficial 

Catalogue, O
.E. Janson &

 Son
H

ough W
alter　

1926

『Fire as an Agent in H
um

an Culture

』(U
nited 

States N
ational M

useum
 Bulletin ; 139)

※
日
本
お
よ
び
台
湾
の
発
掘
調
査
報
告
書
原
典
に
つ
い
て
は
、
紙
数
の
都
合
に

よ
り
掲
載
割
愛
し
て
い
る
点
、
御
了
承
願
い
た
い
。

※
本
文
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
誌
等
で
公
開
し
た
内
容
等
を
再
構
成
し
た

も
の
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
内
容
の
改
変
・
追
加
を
行
っ
た
。
そ
の
出

典
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
は
じ
め
に 

～
火
起
こ
し
の
方
法
と
道
具
の
紹
介
～･･･

藤
木
二
〇
〇
四

○
日
本
列
島
最
古
の
火
打
石
・
火
打
金
と
は･･･

藤
木
二
〇
一
一a

・b

・c

○
東
ア
ジ
ア
の
中
で
み
た
火
起
こ
し
の
歴
史･･･

藤
木
二
〇
一
一a

・b

○
九
州
の
火
打
石
産
地
を
探
る･･･

藤
木
二
〇
〇
四
・
二
〇
〇
七
・
二
〇
一
四

○
ブ
ラ
ン
ド
火
打
石
の
登
場･･･

藤
木
二
〇
一
二

○
火
打
石
式
銃
と
ガ
ン
フ
リ
ン
ト
の
は
な
し･･･

藤
木
二
〇
〇
七

○
描
か
れ
た
火
打
石　

～
左
手
な
の
か
右
手
な
の
か
～･･･

新
稿

○
か
ち
か
ち
山
に
描
か
れ
た
火
打
石･･･

新
稿

○
今
に
生
き
る
火
打
石･･･

藤
木
二
〇
〇
四




